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刊行にあたって

※「刊行にあたって」については、石瀬佳弘所長が執筆することになっておりまし
　たが、平成 22 年３月 11 日に急逝されました。センター所員で協議した結果、『佐
　渡学センターだより』創刊号（平成 22 年２月１日発行）の「ごあいさつ」を再
　掲させていただくことになりました。ここに謹んで石瀬所長のご冥福をお祈り致
　したいと思います。

（佐渡学センター所員一同）

　ごあいさつ
                                                                                                          佐渡学センター　所長　石 瀬 佳 弘

　佐渡独特の歴史や文化、多様で豊かな自然など
の調査研究と保存活用を目指して、平成１９年
に「佐渡伝統文化研究所」が設立されました。こ
こでは、島の内外から貴重な資料や情報の提供を
いただき、その活用と情報の発信のためのホーム
ページ充実などに努めてまいりました。しかし、
名称が示す通りどうしても歴史・文化に偏りがち
だったことは否めませんでした。そこで平成２１
年からは「佐渡学センター」と名称を変え、歴史・
文化と自然を一体的に捉え、調査研究と保存活用
に努めていくことになりました。そして、その活
動内容などを「センターだより」第１号としてま
とめました。
　佐渡は今、多くの課題を抱えながらなかなか解
決の方途が見つけられないでいるように思いま
す。このような時こそ、歴史的事実に学ぶことが
必要ではないでしょうか。佐渡は、古くから外と
つながり、島固有の文化を形成し、貴重な民俗芸
能や伝統的行事などを継承してきました。また、
多様な地形・地質や植生など、魅力的な自然環境
に恵まれています。それに伴って、豊かな海の資
源や多様な農産物・林産物があります。先人たち
は、歴史や文化、自然とこれらの資源を結びつけ、

交流人口を増やし、島を豊かにしてきました。そ
の事例の一つを次に紹介してみます。
　片野尾の風嶋弁天に芸妓の絵馬が奉納されてい
ます。年代は文久３年（１８６３）、願主は新潟
湊 鳥清とあり、新潟市立歴史博物館に調べても
らったところ、「鳥清」は料理屋だということが
わかりました。新潟は砂浜で魚があまり獲れない
から、かつては佐渡へ買出しに行ったという記録
があるから、そのための奉納だろう、と言うこと
でした。そんな折、『両津町史』の「ドルワール
師遺稿」を読んでいたら、次のような記述に出会
いました。そこには「之は新潟の魚問屋が夷に魚
類を買出しに遣すのである。冬になると新潟近海
は波が暴くて漁が出来ぬ。其のために夷湾に漁れ
た魚類を買入れて市内に供給するのである。」と
あります。先の絵馬とこの記述をあわせてみる
と、新潟湊の海の幸は佐渡が提供していたことが
わかります。ちなみにドルワールは、明治１１年

（１８７８）に来島して布教を始めたフランス人
神父で、この船に乗って新潟に渡ったと記してい
ます。
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　Ⅰ　佐渡学センター設置までの経緯

1　沿　革
【平成 16年度】

　佐渡伝統文化研究所を設立することを佐渡市

長が表明する。

【平成 17年度】

　佐渡伝統文化研究所準備室を佐渡市教育委員

会生涯学習課に設置した。

　準備室室長　木下　勉

　情報指導員　池田　雄彦

　準備室係長　北見継仁

　主　　　事　山口　忠明

　主　　　事　渡邊　智美

　佐渡市長の平成 17年度『施政方針』で、「研

究所の基本理念」として、「佐渡の歴史と文化を

再認識し、有形無形の歴史・文化資産を保護継

承し、子々孫々まで残していくことは現代に生

きる私たちの責務であると考えます。そのため、

島内の研究者や伝統技術・技能の伝承者を集め、

貴重な資料の散逸を防ぎ、専門の研究機関を設

置することで、各地に残る貴重な資産・資料把

握、保存整理研究が行える『佐渡伝統文化研究

所』（仮称）の設立を行い伝統文化の継承に努め

ます。」と表明する。

【平成 18年度】

　佐渡伝統文化研究所準備室を佐渡市教育委員

会文化振興課内に設置した。

　準備室室長　菊池　克己

　情報指導員　池田　雄彦

　準備室係長　北見　継仁

　主　　　事　鹿取　渉

【平成 19年度】

　佐渡伝統文化研究所を佐渡市教育委員会世界

遺産・文化振興課内に設置した。設置場所は、

梅津の佐渡市中央公民館から両津湊の佐渡市役

所両津支所 3階に移動する。

　所　　　長　石瀬　佳弘

　次　　　長　高藤一郎平

　情報指導員　池田　雄彦

　係　　　長　北見　継仁

　主　　　事　滝川　邦彦

　設立趣旨を、「佐渡は、古くから島外の文化

を受け入れながら島独自の文化を形成し、貴重

な民俗芸能や伝統的な行事なども継承されてい

る。また、多様な地形や植生・地質など、自然

環境にも恵まれている。このような文化遺産や

自然環境は島内外の人々にとって大きな魅力と

なっているが、十分な調査や保存が行われてい

るとは言えない状況にあった。

　このような貴重な文化遺産の価値を島民に十

分理解してもらい、その調査と保存・活用を図

るべく、佐渡伝統文化研究所準備室を設置して

その任に当たって来た。本年度から本格的に活

動を目指して正式な『佐渡伝統文化研究所』を

設立した。今後は、貴重な資料の散逸を防ぎ、

データを集積して広く情報を発信しながら島民

の皆さんは勿論、佐渡を訪れる多くの方々に利

用して頂けるように務めたいと考えている。」と

して掲げ、活動を開始した。

【平成 20年度】

　重点施策として、「佐渡伝統文化研究所の体制

づくりの推進及び佐渡の歴史・文化・自然に関

する調査・研究とデータベース化、デジタルアー

カイブ化の構築」とした。

　所　　　長　石瀬　佳弘

　次　　　長　北見　継仁

　情報指導員　池田　雄彦

　主　　　事　滝川　邦彦

　研究員補助　八木千恵子
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　Ⅱ　管理運営の状況

　研究所の機能を拡充強化することによって、地域

学の拠点化を図るために、本年度から「佐渡伝統文

化研究所」の名称を「佐渡学センター」に改称し、

組織体制として新たに文化・学芸係を置き、佐渡島

内の博物館・資料館管理運営及び学芸業務も統合し

た。また事務所も両津郷土博物館内に設置した。

【重点施策】

○伝統芸能を始め、歴史・文化遺産の保存、　継承、  

　活用は、重要な課題であり、平成21年度は市民と

　協力して、基本方針となる文化振興ビジョン策定

　に取り組む。

○伝統と魅力ある地域文化の保存・継承を目的とし

　て、佐渡の歴史・文化・自然等に関する研究や情

　報発信、資料のデータベース化を行う。

【事業計画目標】

○文化振興ビジョン策定の取り組み

○佐渡学センターの研究・調査結果をホームページ

　上で公開すると同時に、コンテンツの充実をはか

　り、情報提供、発信できる体制づくりをめざす

○佐渡の歴史・文化・自然に関するデジタルアーカ

　イブ化、データベース化作成事業

○佐渡島内能番組デジタルアーカイブ化

○『佐渡学センターだより』および『佐渡学センター

　年報』の刊行

○『第 24回　天領ゼミナール記録集』の刊行

○寄贈近世文書マイクロフィルム資料のデジタル及

　びアナログ化

○新潟県立文書館との共同資料調査

○佐渡学センターの資料保存のための収蔵庫確保

○佐渡島内民俗芸能保持団体状況調査（委託）

○佐渡島内大工棟梁系譜調査（委託）

○伝統文化等保存支援補助事業

　・体験学習事業　佐渡の能を識る会

　・後継者育成事業　佐渡鷺流狂言研究会

　・能舞台維持管理事業　二宮神社能舞台橋掛かり

　　修繕

　・特別活動支援　羽茂高校民謡同好会　三重県伊

　　賀市　全国高等学校総合文化祭

○国際小島嶼会議支援事業

○文弥人形発表会及び交流会支援事業

１　組　織

　所　　　長　　石瀬　佳弘
　次　　　長　　北見　継仁
　情報指導員　　池田　雄彦
　文化・学芸係長　野口　敏樹
　主　　　事　　山口　忠明
　主　　　事　　宇治　美徳
　主　　　事　　須藤　洋行
　主　　　事　　滝川　邦彦
　雇　　　員　　本間　裕亨（研究員補助員）
　雇　　　員　　宇田美智子（相川郷土博物館）
　雇　　　員　　石塚しのぶ（史跡佐渡奉行所跡）
　雇　　　員　　佐々木さゆり（史跡佐渡奉行所跡）
　雇　　　員　　大地　仁子（史跡佐渡奉行所跡）
　雇　　　員　　渡辺　啓子（史跡佐渡奉行所跡）
　雇　　　員　　橋本けい子（史跡佐渡奉行所跡）
　雇　　　員　　河村　厚子（史跡佐渡奉行所跡）
　雇　　　員　　山本加奈子（相川技能伝承展示館）
　雇　　　員　　山本　悦子（相川技能伝承展示館）
　雇　　　員　　石見　眞理（相川技能伝承展示館）
　雇　　　員　　小杉　栄枝（相川技能伝承展示館）
　雇　　　員　　米津サチエ（相川技能伝承展示館）
　雇　　　員　　佐々木妙子（佐渡国小木民俗博物館）
　雇　　　員　　本間　美花（新穂歴史民俗資料館：

平成21年4月1日～11月30日）
　雇　　　員　　中村　政春（両津郷土博物館：
　　　　　　　　平成21年8月1日～

　　　　　　平成22年3月31日）
　雇　　　員　　屋仲美津江（両津郷土博物館：
　　　　　　　　平成21年8月1日～11月31日）
　雇　　　員　　古川　順子（両津郷土博物館：
　　　　　　　　平成 21年 12月 1日

～平成 22年 3月 31日）
　雇　　　員　　名畑由紀江（相川郷土博物館：
　　　　　　　　平成 21年 8月 1日～ 12月 31日）
　雇　　　員　　三浦　吉春（相川郷土博物館：
　　　　　　　　平成 21年 12月 1日

～平成 22年 3月 31日）
　雇　　　員　　鈴木　陽子（佐渡国小木民俗博物館：
　　　　　　　　平成 21年 8月 1日～ 12月 31日）
　雇　　　員　　山本　英　（佐渡国小木民俗博物館：
　　　　　　　　平成 21年 12月 1日

～平成 22年 3月 31日）
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２　事務分掌

担　当　事　務 主任 副任

　センターの事務の総括に関すること。 次長　北見　継仁 係長　野口　敏樹

主事　山口　忠明

　佐渡学センターの総合施策に関すること。 所長　石瀬　佳弘 次長　北見　継仁                                                                                                                                              

嘱託職員　池田　雄彦

　佐渡学センター、博物館、及び資料館に関するネットワーク化に関す

　ること。

次長　北見　継仁 係長　野口　敏樹

嘱託職員　池田　雄彦

1 佐渡学センターの総合施策に関する調査、研究、報告、及び情報発

信に関すること。

次長　北見　継仁 係長　野口　敏樹

嘱託職員　池田　雄彦

2

3

佐渡の歴史、文化、及び自然に関するデジタルデータベース化に関

すること。

佐渡学センターのホームページに関すること。

嘱託職員　池田　雄彦

　佐渡学センターの庶務に関すること。　 主事　須藤　洋行 主事　宇治　美徳

1

2

3

佐渡学センターの予算管理に関すること。

佐渡市博物館協議会に関すること。

世界遺産登録推進の資料展示に関すること。

係長　野口　敏樹 次長　北見　継仁

主事　山口　忠明

主事　滝川　邦彦      

1

2

3

両津郷土博物館の管理運営に関すること。

両津郷土博物館の学芸業務に関すること。

博物館、資料館のデジタルデータベース化に関すること。

係長（学芸員）
　　　野口　敏樹

主事　宇治　美徳

主事　須藤　洋行

雇員　本間　裕亨

1

2

3

4

相川郷土博物館の管理運営及び学芸業務に関すること。

相川技能伝承展示館の管理運営に関すること。

佐渡奉行所の管理運営に関すること。

相川文書館に関すること。

主事（学芸員）
　　　滝川　邦彦

係長　野口　敏樹

主事　山口　忠明

雇員　宇田　美智子

1

2

3

佐渡国小木民俗博物館の管理運営に関すること。

海運資料館、考古資料館、及び幸丸展示館の管理運営に関すること。

「白山丸友の会」に関すること。

主事（学芸員）
　　　宇治　美徳

係長　野口　敏樹

主事　井藤　博明

雇員　佐々木　妙子

1

2

佐渡植物園の管理運営に関すること。

佐渡植物園協議会に関すること。

主事（学芸員）
　　　宇治　美徳

次長　北見　継仁

係長　野口　敏樹

　新穂歴史民俗資料館、金井歴史民俗資料館、及び明治紀念堂（開導館）

　の管理運営に関すること。

主事　須藤　洋行　 係長　野口　敏樹

雇員　本間　美花

　博物館資料等のデジタルアーカイブに関すること。 嘱託職員　池田　雄彦 係長　野口　敏樹
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３　施設の状況等

3.1　両津郷土博物館

　事業名　社会教育施設等整備費補助金

　建設年度　昭和 56年度

3.1.1　施設概要

　場　　所　佐渡市秋津１５９６

　敷地面積　４９，５９０㎡

　建築面積　１，３７３．５９㎡

　構造・階数　鉄筋コンクリート造2階建、地下1階

　駐車場　　約５０台

3.1.2　総事業費

　５１５，９１２千円

3.2　相川郷土博物館

　事業名　　相川小学校８０周年記念事業

　開館年度　昭和 31年度

3.2.1　施設概要

　場　　所　　佐渡市相川坂下町２０

　敷地面積　　（総面積）３，１５０㎡

　建築面積　　（総面積）１，０５５．１６㎡　　　

　構造・階数　木造平屋建（一部２階建）

　　御料局佐渡支庁跡（２階建）   １７２．２４㎡

   　展示室（１階）　　　　　  ２４４．８９㎡

　　特別展示室・準備室　　　　８４．６０㎡

　　事務室ほかその他　　　　１１７．１９㎡

　　有田八郎記念館　　　　　１１６．７６㎡

　　収蔵庫　　　　　　　　　１９８．００㎡

　　名誉町民資料館　　　　　　５５．４８㎡

　　駐車場　　　伝承館と共用　約２０台

3.2.2　総事業費

　不明

備　考　明治２２年建築。相川小学校８０周年記念

　　事業として収集した歴史・鉱山・民俗資料を、

　　鉱山縮小によって空いた鉱山事務所を利用して

　　郷土博物館として昭和３１年７月に開館した。

3.3　相川文書館

　建設年度　昭和 51年度（移築）

3.3.1　施設概要

　場　　所　　佐渡市相川坂下町２０

　　　　　　　（相川郷土博物館敷地内）

　建築面積　　６６㎡

　構造・階数　木造平屋建

　駐車場　　　伝承館と共用　約２０台

3.3.2　総事業費

　移築費　４，０００千円

備　考　大正 2年に「相川銀行」の行舎として、　

　　　羽田町に建てられた。その後第四銀行合併を

　　　経て、相川町に寄附され、昭和 51年に相川

　　　文書館として現在の場所に移築された。

3.4　相川技能伝承展示館

　事業名　　地域バイタリティ育成事業全体計画

　建設年度　昭和６０～６１年度
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3.4.1　施設概要

　場　　所　　佐渡市相川北沢町２番地

　敷地面積　　２，２７１㎡

　建築面積　　７１２．１７㎡

　構造・階数　鉄筋平屋建（一部２階建）

 　　陶芸実習室       　 　１０９．３１㎡

　 　裂織り実習室　　 　　９３．５７㎡

　 　資料展示室　 　　　１０９．３１㎡

　 　窯小屋・登り窯　 　　４９．６８㎡

　 　工房　　　　 　　　１０２．６９㎡

　　ホール　　　　 　 　１３７．７５㎡

　　事務室ほかその他  　１０９．８６㎡

　駐車場　　伝承館と共用　約２０台

3.4.2　総事業費

　8１，５３２千円

3.5　史跡佐渡奉行所跡

　事業名　佐渡金山遺跡佐渡奉行所保存整備事業

　建設年度　平成７～１８年度

3.5.1　施設概要

　場　　所　　佐渡市相川広間町１番地１

　敷地面積　　１８，５４２㎡

　建築面積　　　１，５４１．６㎡

　構造・階数　　木造平屋建

　　御物見　　　　　　３４．７㎡

　　御役所　　　　　９９０．０㎡

　　御門番所　　　　　３２．０㎡

　　御普請方役所　　１４０．４㎡

　　勝場　　　　　　３４４．５㎡

　　駐車場　　　　　　約２０台

3.5.2　総事業費

　２，３８７，９８４千円

3.6　佐渡国小木民俗博物館

3.6.1　佐渡国小木民俗博物館（旧館）

3.6.1.1　施設概要

　場　　所　　佐渡市宿根木２７０－２

　敷地面積　　（総面積）１１，１９２㎡

　　　　　　　（旧館）９８６８．９６㎡

　建築面積　　

　延床面積　　２，９３０

　構造・階数　木造平屋建て

　駐車場　　　１０台

3.6.1.2　総事業費

　１９万円

備　考　大正９年に建てられた木造校舎をその　　

　　　まま利用し、昭和４７年６月に開館した　　

　　　博物館。

3.6.2　佐渡国小木民俗博物館（新館）
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　事業名　　農村地域農業構造改善事業

　　　　　　（自然活用型）

　建設年度　昭和５６～５９年度

3.6.2.1　施設概要

　場　　所　　佐渡市宿根木

　敷地面積　　

　建築面積　　６２７．５２㎡

　述床面積　　

　構造・階数　鉄筋コンクリート平屋建て

　駐車場　　旧館と共用　１０台　

3.6.2.2　総事業費

　８７，１９４千円

3.7　千石船展示館

　事業名　　山村振興等農林漁業特別対策事業

　建設年度　平成８～９年度

3.7.1　施設概要

　場　　所　　佐渡市宿根木

　敷地面積　　

　建築面積　　６９５．５２㎡

　述床面積　　

　構造・階数　木造平屋建て

　駐車場　　　

3.7.2　設計者

　基本設計　　株式会社　テム研究所

　実施設計　　

　展示設計

　施工者　　　中野建設工業株式会社

3.7.3　総事業費

　１３５，３６６千円

3.8　海運資料館

　　（南佐渡離島開発総合センター内２Ｆ）

　事業名　　離島開発総合センター建設事業

　建設年度　昭和５４～５５年度

3.8.1　施設概要

　場　　所　　佐渡市小木町１９４１－１

　敷地面積　　１４２８㎡

　建築面積　　１６１６．１３㎡

　延床面積　　５００㎡

　構造・階数　鉄筋コンクリート３階建て
　　　　　　　（一部中４階）

　駐車場　　　１０台

3.8.2　総事業費

　２３６，１９９千円

3.9　佐渡考古資料館

　事業名　　町づくり特別対策事業

　建設年度　昭和５９年度

3.9.1　施設概要

　場　　所　　佐渡市小木町１９４６－６

　敷地面積　　４６８㎡

　建築面積　　４０８．６８㎡
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　延床面積　　２７５㎡

　構造・階数　鉄筋コンクリート一部２階建て）

　駐車場　　　

3.9.2　総事業費

　７２，０００千円

3.10　幸丸展示館

　事業名　　日本宝くじ協会助成事業、町づくり特

　　　　　　別対策事業

　建設年度　昭和５９年度

3.10.1　施設概要

　場　　所　　佐渡市小木町１９４１－１

　敷地面積　　１８３７㎡

　建築面積　　３０３．６５㎡

　延床面積　　２０６㎡

　構造・階数　鉄骨造り１棟

　駐車場　　　

3.10.2　総事業費

　５２，０００千円

3.11　佐渡植物園

　建設年度　昭和 23年度　

3.11.1　施設概要

　場　　所　　佐渡市羽茂飯岡５５０－６

　敷地面積　　５９，６７１㎡（施設概要より）

　　　　　　　※（総面積）65,040㎡

　建築面積

　　（管理棟）　　　　　　 ３５㎡

　　 （作業棟）　　　　　　１９．８７㎡

　　 （温　室）　　　　　　５８．３２㎡

　　述床面積　　　　　　 ５５㎡

　構造・階数　 鉄骨造り１棟

　駐車場　　　

3.11.2　総事業費　

　不　明

3.11　新穂歴史民俗資料館

　建設年度　昭和 62年度　

3.11. １　施設概要

　場　　所　　佐渡市新穂瓜生屋４９２

　敷地面積　　２，３４８㎡

　建築面積　　９２２㎡

　構造・階数　鉄筋コンクリート造 2階建

　駐車場

3.11.2　総事業費

　250,094 千円

3.12　金井歴史民俗資料館
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　事業名　国宝重要文化財等保存施設整備費補助金

　　　　　（国）、文化保存事業費補助金（県）

　建設年度　昭和 50年度

3.12.1　施設概要

　場　　所　　佐渡市泉甲３７５－１

　敷地面積　　約２，０００㎡

　建築面積　　収蔵庫　１４４㎡

　　　　　　　展示館　１３６㎡

　構造・階数　鉄筋コンクリート造平屋建

　駐車場

3.12.2　総事業費

　15,010 千円

3.13　明治紀念堂（開導館）

　建設年度　明治 35年度

3.13.1　施設概要

　場　　所　佐渡市千種丙１５４

　敷地面積　１，０５５．２㎡

　建築面積　７２．２４㎡

　構造・階数　木造平屋建

3.13.2　総事業費

　明治紀念堂　不明

　開導館　　4,100 千円（昭和 50年復原）
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４　平成 21年度入館者の状況
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１　文化・学芸事業内容

1.1　常設展示
1.1.1　両津郷土博物館

1.1.1.1　事業趣旨

　昭和 53 年に制定された「加茂湖総合開発計画」

により、湖に半島となって突き出た樹崎一帯が「レ

クリエーション保全地区」として位置づけられた。

その中で、市民の憩いの場、また、生涯教育の一拠

点として、昭和57年に開館した博物館。メインテー

マは「島のくらしと文化」としており、漁撈用具な

どの民俗資料を中心に 3万点以上の資料が収蔵さ

れている。

1.1.1.2　展示構成

　常設展示は、それぞれ「海」、「くらしと木」、「祭」

をテーマとした、第 1～第 3展示室で構成されて

いる。民俗資料を中心に歴史資料がそれを補完する

形での展示を行っている。また、エントランスでの

新収蔵資料の展示や特別展示室を利用しての企画展

示を随時開催している。

1.1.1.3　常設展示の保守

　生涯学習施設、また市民の憩いの場として、館内

外及び周辺の美観等を維持管理するため、保守点検・

補修を行っている。

1.1.1.4　資料展示替え

　常設展示については現状維持だったが、新収蔵品

コーナーに寄託資料の『新佐渡』を展示した。この

コーナーを活用し、今後は随時収蔵資料や新たな寄

贈（寄託）資料を展示しながら、佐渡の歴史・文化・

自然を紹介したい。

1.1.2　相川郷土博物館

1.1.2.1　事業趣旨

　御料局佐渡支庁跡に明治２２年三菱佐渡鉱山の所

長室及び本部事務室として建築され、鉱山の大幅縮

小に伴い鉱山資料と共に三菱より譲渡され、昭和

３１年に開館した博物館。資料展示は主に鉱山資料

を中心に約８００点を展示している。鉱山以外の資

料として、「佐渡海府の紡織用具と製品」（国指定重

要有形民俗文化財）がある。

1.1.2.2　展示構成

　相川地区は金銀山と共に生きてきた地域であり、

鉱山に関係した資料を展示し、そのほか考古資料や

遊女の展示コーナーがある。別館として、天皇に上

奏文を提出して第二次大戦の早期終結を訴えた有田

八郎氏の資料を展示した記念館を昭和 41年に開館

している。

　体験コーナーとして水上輪を設置し、実際に回し

て鉱山労働の厳しさと、当時の技術を体感できる。

1.1.2.3　順路案内

　建物本体が博物館として建築された建物でないた

め、展示物の見学を巡回するようにすることができ

ないため、案内看板を設置し、受付でも説明するよ

うにしている。

1.1.2.4　常設展示の保守

　敷地内や建物の一部が国指定史跡となっているこ

とから、史跡保存のため周辺の美観等の維持を中心

に行っている。また、建物が古いため、建物の補修

や来館者の安全に対して保守点検を随時実施し、平

成２１年度は周辺の草刈りと軽微な建物補修、消防

用設備等総合点検を実施した。

1.1.2.5　資料展示替え

　佐渡博物館で開催している佐渡金銀山展に展示

物・収蔵物を出展しているため、代替品として鉱山

機械の木型等を展示している。また、３月１日から

は「おひなさま」として収蔵するひな人形を展示し

た。

1.1.2.5　企画展示

　地元相川地区出身の陶芸家、人間国宝である故三

浦小平二氏の作品を特別展示室で展示している。こ

の作品は奥様の三浦竹子様のご好意により佐渡市に

寄贈された物である。

　Ⅲ　事業内容
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1.1.3　相川文書館

1.1.3.1　事業趣旨

　昭和４５年から始まった相川町の町史編纂事業で

あるが、博物館が非常に手狭なため、昭和４８年に

旧第四銀行相川支店（大正２年建築）を改築する際

に旧相川町へ建物を無償提供してもらい、昭和５０

年に完全移築し、町史編纂の作業とその資料の公開

を目的として開館した。

1.1.3.2　展示構成

　基本的に展示物はなく、町史編纂時の貴重資料が

保管管理されている。

1.1.3.3　常設展示の保守

　相川郷土博物館の保守管理に含めている。

1.1.3.4　資料展示替え

　収蔵されている貴重資料の台帳を現在作成してい

る。

1.1.4　相川技能伝承展示館

1.1.4.1　事業趣旨

　地域バイタリティー育成事業を活用して、地域の

歴史や伝統技術の学習機会を拡大するため、一般・

学生を対象とした陶芸実習や裂織り体験の受入を主

目的に昭和６１年に開館した。

1.1.4.2　展示構成

　展示室では島内の窯元より作品を集めて展示して

いる。また、体験学習のメニューにはないが、文弥

人形も展示している。裂織りについては裂織り実習

室が自由に出入りでき、見学できるようになってい

る。

1.1.4.2　常設展示の保守

　体験設備として作業する建物であることから、機

器の整備や安全管理を常に行い、特に窯での陶芸作

品焼成等があるため火災に対する注意喚起を徹底し

ており、毎年消防用設備等総合点検を実施している。

平成２１年度は利用者の利便性向上のため、男性用・

女性用トイレの一部を和式から洋式に改修する工事

を行った。

1.1.4.3　資料展示替え

　展示している陶芸作品で、窯元から変更の依頼が

あった場合に作品を変更している。

1.1.5　史跡佐渡奉行所跡

1.1.5.1　事業趣旨

　平成６年度に佐渡金山遺跡（佐渡奉行所跡）が国

の史跡として指定されたことを受け、平成 13年度

に御役所を当時の技術で復元公開し、平成 16年度

には金銀山のガイダンス施設となる勝場を公開し

た。

1.1.5.2　展示構成

　基本的に当時の技術で復元した建物を来館者に体

感してもらう形であり、御役所内を説明員が案内し

ている。ガイダンス施設である勝場では発掘調査で

出土した遺物や、絵巻物などの資料を展示し、当時

の選鉱作業の設備を復元し、実際に鉱山臼を回す体

験を行っている。施設の活用を図るため、地域イベ

ントである「ひなまつり・お茶会」「宵乃舞」会場

として開放している。

1.1.5.3　順路案内

　建物本体が当時の復元として建築されたため、建

物内に矢印などの巡回案内を設置し、説明員がつく

ようにしている。

1.1.5.4　常設展示の保守

　当時の建物を復元したため、建物内での火気は厳

禁であり、照明も最低限度の設置としている。機器

の整備や安全管理を常に行い、特に火災に対する注

意喚起を徹底しており、毎年消防用設備等総合点検

を実施している。展示物ではないが、屋外の松が強

風雪により折れて倒れたため、安全確保の観点から

撤去した。

1.1.6　佐渡国小木民俗博物館

1.1.6.1　事業趣旨

　大正９年に建てられた木造校舎をそのまま利用し

て、昭和４７年６月に開館した博物館。館内には主

に民俗資料を展示。その数３０，０００点余り。う

ち「南佐渡の漁撈用具１，２９３点」「船大工道具１，

０３４点」は国の重要有形民俗文化財に指定されて

いる。千石船展示館には、安政５年（１８５８年）

に宿根木で建造された「幸栄丸」を当時の板版（設
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計図）をもとにし実物大で復元した「白山丸」が展

示されている。

1.1.6.2　展示構成

　旧館には、「衣」「信仰」「陶器」をテーマにした

展示室のほか、昔の生活道具を展示している大型展

示室がある。新館には南佐渡の漁撈具や農具などを

展示。そして、千石船展示館には、全長 23.75 ｍ

の白山丸を展示しており船内の見学もできる。

1.1.6.3　順路案内

　当館は旧館と千石船展示館は通路がつながってい

るが新館が離れている。そのため新館を観覧せずに

退館してしまう入館者も見られたので、観覧順路図

を作成し受付にて配布した。また、外国から訪れた

入館者も多いため、裏面には英語表記で順路を示し

た。

1.6.4　常設展示の保守点検・補修

　市民の文化的・学術的活動の支援につなげるため

館内と周辺の美観等を維持し、また、来館者の安全

の確保を目的に常設展示室の保守点検・軽微補修、

照明機器の補修・補充等を行っている。

　平成 21年度は、４～９月までに博物館周辺の草

刈りを６回、樹木の剪定を 12月にそれぞれ行った。

消防用設備等総合点検は９月と２月の２回行い、照

明器具については定期的に館員が点検し迅速な処理

を行っている。

　また、当館の一部で雨漏り等が見られたため修繕

した。１月には強風によりテレビアンテナの倒壊や

瓦が落ちるなどの被害を受けたが修繕した。

11.6.5　資料展示替え

　　特になし

1.1.7　海運資料館

1.1.7.1　事業趣旨

　離島であり、特に半島状の三方海に面したこの地

に生まれ、毎日海を眺めながら育ち、そして海に生

きてきた幾星霜に亘る先人達にとって、時代により

方法の違いはあったが、絶えず行われてきた “海運 ”

は、本土と交流することが今では想像できないほど

大切なことだった。荒海に左右されながら、離島の

宿命を甘受し海を征服して生きてきた人々の知恵と

根性は驚くことばかりである。この資料館では、郷

土共通の課題「海運」と、住民のくらしの係わり合

いを資料展示している。

1.1.7.2　展示構成

　文化、芸能と人との係わり、小木港が大きな役割

を果たした金銀輸送のみち、船絵馬、小木町が日本

一の生産地であった船ダンス、和船に使用された用

具、西廻り航路による流れ、近代の汽船時代コーナー

等をわかりやすく展示。

1.1.7.3　資料展示替え

　特になし

1.1.8　幸丸展示館

1.1.8.1　事業趣旨

　近世までの日本海は、表日本であった。経済発展

を支えた海上交通は、小木港から対岸である越後へ

も往来を繰り返した。小木－寺泊間を結んだ現存す

る佐渡海峡最後の木造和船である「幸丸」を港湾区

域内に展示することにより、かつての小木港の歴史

を偲ぶと共に小木－寺泊との歴史や人と物との交流

の足跡を物語るシンボルとして保存している。

1.1.8.2　展示構成

　１８ｍ×２４ｍの吹き抜けの展示館内には、船主

であった長谷川正作氏の計画により、航海中にいか

なる船も優先した「右舷開き」と呼ばれる帆形を再

現して展示を行っている。また、展示館前庭には、

案内看板の解説や天然記念物および名勝「佐渡小木

海岸」の岩石（枕状溶岩、柱状節理）、かつて湾内

に使用されていた尾道産の御影石などを配し、無料

入館できる市民に身近な文化施設として利用されて

いる。

　　※現在は、傷みのため帆を下ろしている。

1.1.8.3　資料展示替え

　特になし

1.1.9 　佐渡考古資料館

1.1.9.1　事業趣旨

　長者ヶ平遺跡を中心に島内４０遺跡の考古資料を

収集展示し、発掘調査によって明らかとなった成果
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や遺跡概要を広く市民に理解してもらうことを目的

としている。縄文土器やヤジリなどに使用した黒曜

石をはじめ考古資料もかつては海を介して運ばれた

ものが数多く、海上交易が盛んであったことを物

語っており、古代の海運を紹介する展示となってい

る。

1.1.9.2　展示構成

　佐渡唯一の考古資料館として、国指定史跡である

長者ヶ平遺跡の出土遺物を中心に展示している。そ

のほか、佐渡島内各地から収集した考古資料や小木

半島で採取された各種発掘調査資料を展示してい

る。

1.9.3　資料展示替え

　特になし

1.1.10　佐渡植物園

1.1.10.1　事業趣旨

①　佐渡島の植物分布の特異性、多様性の縮図とし

　て、佐渡島内に自生している植物を収集、植栽、

　展示して研究の資料として提供する。

②　青少年の生涯学習の場としての植物園を提供す

　る。

③　文化的、学術的資料を提供し、植物に親しむ場

　を提供する。

1.1.10.2　展示構成

　北緯３８度線によって二分されている佐渡島は、

潮流の影響によって寒暖の差が少なく自生種が極め

て多い。日本列島の縮図的な植物分布となっている。

１３のゾーンに区分けした園内には、自生種の代表

的な植物を植栽展示しており自然散策道や遊歩道を

歩くと四季を通じて趣が感じられる。

　昭和４７年佐渡植物園２０周年記念として、明治

神宮から分けて頂いた花菖蒲は６月下旬～７月上旬

が見頃である。

1.1.10.3　山野草展

　来館者に四季を感じて頂くため、当園では隣接し

ているクアテルメ佐渡（温泉施設）を会場に下記の

山野草展を開催している。

　・春の山野草展

　　平成２１年５月９日 ( 土 )・１０日（日）

　・ウチョウラン展

　　６月２７日 ( 土 )・２８日（日）

　・大文字草展　

　　１０月２４日 ( 土 )・２５日（日）

　・雪割草展

　　平成２２年　３月２７日 ( 土 )・２８日（日）

　また、大文字草展については、羽茂地区にある３

つの小学校（羽茂、小村、大滝）と羽茂中学校の文

化祭においてプレ展示として数点の大文字草を展示

し、児童・生徒、そして来賓・保護者など大勢の人

に観賞して頂いた。

1.1.10.4　園内の整備点検

　市民の文化的・学術的活動の支援につなげるため

園内と周辺の美観等を維持し、また、来館者の安全

の確保を目的に園内の整備点検を行っている。

1.1.10.5　資料展示替え

　特になし

1.1.11　新穂歴史民俗資料館

1.1.11.1　事業趣旨

　当初は、大野ダム建設事務所であった建物を利用

して、昭和 55年に開館した。トキをはじめとして、

新穂村に関する資料を中心に、考古・農具などが収

集されていた。これらの資料をさらに有効利用する

ため、昭和 62年に現在の資料館が建設された。１

階において芸術・伝統芸能、２階において考古と民

俗資料の展示を行っている。また、１階では裂織り

や勾玉作りの体験を随時受け付けている。

1.1.11.2　展示構成

　まず 1階では、新穂出身の日本画家土田麦僊の

資料や鬼太鼓、国指定文化財の文弥人形、県指定文

化財の説経人形、のろま人形に関する資料が展示さ

れている。２階においては、弥生時代の国指定重要

文化財の新穂玉作遺跡や蔵王遺跡の資料、また各種

の農具や生活用具といった民俗資料が展示されてい

る。

1.1.11.3　資料展示替え

　特になし
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1.1.12　金井歴史民俗資料館

1.1.12.1　事業趣旨

　広く佐渡国仲平野における農耕文化資料等の保存

を目的として、昭和 50年に竣工した。その後、郷

蔵が両津市大字上横山（現在の佐渡市上横山）から

移築されている。民俗資料約 2,000 点、考古資料

約 4,000 点を収蔵している。

　現在、常時開館は行っていない。

1.1.13　明治紀念堂（開導館）

1.1.13.1　事業趣旨

　明治 27 年から 28 年にかけておこった日清戦争

で、佐渡出身の兵士 40余名が戦死した。その霊を

やすめようと明治 29年に、金井地区得勝寺の住職

である本荘了寛が一念発起して、島内外から義捐金

を集め、敷地を購入し堂宇を建立し「明治紀念堂」

と名付けた。

　その後、附属施設として博物資料を展示するため

の「開導館」を建てた。相川の鉱山学校から譲り受

けた資料や、日清・日露戦争の資料、島内の資料等

を陳列した。明治 35年に、明治紀念堂と開導館の

落成式が開催された。

　現在は、常時開館は行っていない。

1.2　企画展示

1.2.1　布施画伯遺作展・近藤福雄賞入賞作品展

　12月 13日に開催された生涯学習フェスティバ

ルに伴い、会場となった金井能楽堂において、佐渡

の人形芝居を描いた布施伸介画伯の遺作を展示させ

ていただいた。また、近藤福雄写真コンテストの入

賞作品の内、芸能をテーマにした約 20点の写真に

ついても展示した。佐渡に伝わる郷土芸能の数々を

アピールする機会となった。

　

1.2.2　佐渡郷土芸能・文化写真展

     ～近藤福雄賞写真コンテスト作品～　自主企画

会期：平成 22年 3月 1日 ( 月 ) ～ 31 日 ( 水 )　

　　　31日間

主催：佐渡市教育委員会文化振興室佐渡学センター

会場：両津郷土博物館、佐渡国小木民俗博物館

　　　　（同時開催）

内容：大正から昭和にかけて佐渡の風景や風俗をガ

　　　ラス乾板に残した近藤福雄。その業績をたた

　　　えると共に、氏の志を引き継ぎ写真文化の発

　　　展を願い開催された「佐渡國ビエンナーレ近

　　　藤福雄賞写真コンテスト」。全５回開催され

　　　た同コンテストにおいて、四季を通じて佐渡

　　　の風俗・風景を映し出した入賞作品の魅力は、

　　　今なお色あせることはない。この写真展で再

　　　び作品に触れ、佐渡の郷土芸能と文化財が　

　　　持っている魅力を感じてもらおうと企画し　

　　　た。両津郷土博物館では「文化財」、佐渡国

　　　小木民俗博物館では「郷土芸能」をテーマに

　　　展示した。

1.3　収集保管事業

○夷６ノ丁区有文書（寄贈）

　夷は両津の中心部に位置している。江戸時代から

漁師や商売の町として栄えたが、昭和３年と同２２

年の夷大火に見舞われたこともあり、文書記録や古

い資料が特に貴重な一帯である。江戸時代中期から

戦後までを含む文書資料が中心であり、内容も神社

と祭礼、町内の民生、葬祭等の多岐にわたる。

○湊６番組年番文書（寄贈）

　湊は夷に隣接した町で、漁業の町として栄えた。

湊は７町内で構成されているが、かつては 10の番

組に分かれており、それが八幡若宮社の氏子組織と

して現存している。戦前戦後の神社奉賛関係の資料

が主だが、戦前期における民生一般の文書等も含ま

れている。夷同様現在に伝わる古文書の少ない地域

であり、町の歩みを考える上で貴重な資料である。

○大正初期の絵はがき（寄贈）

　東京在住の方から寄贈いただいた約 30枚の絵は

がき資料。佐渡観光が本格化する以前のもので、保

存状態が良好である。日蓮や順徳上皇の旧跡を巡る

旅に加え、相川鉱山や海岸線の景観美を写したもの

も多く含まれている。失われた自然景観を辿る素材

として、また、当時の佐渡観光の歩みを考える上で

貴重な資料となっている。

○牛窪家資料（寄贈）

　法教院は江戸中期から明治維新まで相川大工町に
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あった修験の名刹である。牛窪家には、斎賢、弘善、

全浄により継承・収集された修験・真言密教関係の

膨大な資料が伝えられてきた。また、特に修験研究

の大家として知られる弘善による収集資料が主体と

なっている。また、弘善が集めた明治から戦前期に

おける佐渡の郷土史関係資料も貴重である。特に、

郷土史や修験関係資料は、弘善自身が「続佐渡群書

類従」「修験群書類従」として分類・整理を行って

いる。

　牛窪家は大正初期頃に佐渡を離れ、弘善、全浄父

子は関東各地で教職と僧職を兼ねながら、これらの

資料群を大切に保管・伝承している。終戦前には空

襲による焼失の危険性をくぐり抜けた由。

　兄全浄の亡き後、引き継いでこられた神奈川県在

住の牛窪剛氏から、これらの膨大な資料群を一括寄

贈いただいた。ご高齢ながら二度にわたり来島いた

だいた剛氏のご厚意に深く感謝申し上げる次第であ

る。

○寄贈近世文書マイクロフィルム資料のデジタル及

　びアナログ化（新穂大野地区）

○川野名孝雄氏寄贈　北村宗演 CD

○宿根木高津家資料デジタルアーカイブ化

○鋳金家三浦研斎家資料

○国立科学博物館鈴木先生所蔵絵図・絵巻デジタル

　アーカイブ化

○佐渡おけさ節小冊子デジタル化

○佐渡博物館所蔵ポジフイルムデジタル化

○世界遺産関係写真・古文書のデジタル化

○国立科学博物館鈴木先生所蔵絵図・絵巻デジタル

　処理、図録作成

○宿根木高津恭子家掛軸デジタル化

○明治時代地積図撮影（新大堀准教授・世界遺産推

　進課共催）

　・西三川地区　・佐和田地区

○片野尾後藤家文書デジタル化

○調査絵巻のデジタル化

　県歴史博物館所蔵絵巻、佐渡博物館所蔵絵巻、国

　立科学博物館所蔵絵巻、大学等所蔵絵巻等

　（絵巻２０本、絵図２枚） 

○ゴールデン佐渡所蔵設計図のデジタル化（７３点）

○相川郷土博物館所蔵新穂銀山関係絵図（４点）デ

　ジタル化

○相川金山遺構配置図３点デジタル化

○相川郷土博物館所蔵『水替文書』デジタル化

○相川郷土博物館所蔵『校正振矩術』デジタル化

○妙宣寺五重塔落書調査及びデジタル化

○妙宣寺文書・御梅堂文書デジタル化（佐渡博物館

　と共催）

○文書図録化、古文書レプリカ作成

　・県指定候補絵巻用図録作成（１３点）

　・妙宣寺五重塔関係写真追加図録作成

　・相川地区金銀山関係遺跡図印刷１０枚

　・絵巻展示用実寸大印刷（延べ８本）

　　相川郷土博物館、ゴールデン佐渡、佐渡博物館、

　　各種イベント展示用

　・沢根笹井家文書撮影・図録作成

○相川郷土博物館所蔵木型撮影・図録作成

○直江兼続関係城跡撮影

○山本修巳家史料（鐔・試金石他）撮影及び図録作成

○佐渡奉行所勝場展示パネルデジタル化

○相川四十物町発掘現場記録写真撮影

　　　〃　全景撮影装置作成

○ゴールデン佐渡日き儀他測量機器撮影

○佐渡市・教育委員会主催および展示会、後援イベ

　ント等の記録

　・金ＧＯＬＤ展展示記録集作成

　・絵巻シンポジウム記録写真図録作成

　・人間国宝三人展出品作品の図録作成

　・山本家骨壷撮影・図録撮影

　1.4　調査研究事業

○ホームページ更新　随時

　今年度よりホームページをリニューアルし、　「お

　知らせ・新着情報」「行事・イベントニュース」　

　等の項目を新たに置いた。

○調査回答事業（通年）

○文化振興懇談会の開催及び文化振興ビジョンの策

　定（通年）

○佐渡島内民俗芸能保持団体状況調査（委託）

○佐渡島内大工棟梁系譜調査（委託）

○第 2次登録有形文化財調査　
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　畑野地区　長谷寺（4月～ 5月）

○松ヶ崎支所収蔵資料調査（6月）

○鋳金家三浦研斎調査（7月）

○相川三国家資料調査（8月）

○新穂地区観音院　空也上人像調査（4月）

○小木地区宿根木　高津家調査（県立文書館との共

　同調査）（8月）

○太郎杉の現状調査（5月）

○佐渡国小木民俗博物館所蔵山車調査（11月）

○絵巻事前調査 （10 月） 

○関アテビ林調査

○ジオパーク関係

　・ジオパークグランドデザイン作成

　・小木半島の地質案内パンフレット作成

　・ジオパーク基本構想作成

　・ジオパーク市長説明資料作成

　・新潟大学と打合せジオパーク資料作成

○リポジトリ関係

　・リポジトリ用デジタルデータ化作業

　・リポジトリ関係資料作成

　・リポジトリ掲載リスト作成

　・世界遺産提案書英文化向け作業

　　英文化提案書版組及び PDF 化

　・リポジトリ新潟大学 PDF 化依頼資料整理

　・佐渡市教育委員会・新潟大学附属図書館締結　

　　記念講演チラシ、ポスター作成

1.5　支援、助成事業

○伝統文化等保存支援補助事業

　・体験学習事業、「佐渡の能を識る会」、（能楽体 

　　験教室）、8/9、33 名参加，金井能楽堂

　・後継者育成事業、「佐渡鷺流狂言研究会」、通年、

　　12名、真野ふるさと会館等

　・能舞台維持管理事業、「二宮神社」、（能舞台橋

　　掛かり修繕）

　・特別活動支援、「羽茂高校民謡同好会」、（三重

　　県伊賀市、全国高等学校総合文化祭参加、8/2、

　　文化連盟賞受賞）

○国際小島嶼文化会議支援事業、（6/24 ～ 6/30）、

　（テーマ：島の芸能と文化遺産）、参加国 12か国、

　60名

○第22回佐渡人形芝居発表会及び交流会支援事業、

　（佐渡人形芝居保存会）、（8/2、八王子「説経節

　の会」との交流会）

○両津地区下久知字史編纂事業への支援

○資料作成支援

　・佐渡博物館用「佐渡学の手引き」作成

　・石瀬先生金銀山関係資料

　・県連続講座中村義隆先生レジメ・資料

　・学校教育課緑の少年団交流集会用資料

　　（生徒用・指導者用）

　・「佐渡島ガイドブック佐渡検定」掲載写真

　・西三川砂金山地質調査用資料作成

　・国立科学博物館依頼資料作成

　・西三川砂金山地質調査同行

　・国内における主要金属鉱山分布図作成

　・世界遺産西三川砂金山地質調査会議資料作成 

○パンフレット、ポスター、リーフレット等の作成

○佐渡市文化スポーツ財団の仮案作成

○佐渡博物館支援　随時（佐渡市主催を含む）

　・佐渡博物館　直江兼続パネル作成・印刷

　・佐渡博物館　国宝三人展Ⅱの会場入口パネル・

　　看板作成

　・佐渡博物館　国宝三人展パンフレット、ポス　

　　ター、展示パネル作成

　・佐渡博物館　８月～９月展示大看板作成・資料

　　作成

　・金銀銅サミットポスター作成

　・佐渡金銀山展佐渡展ポスター作成

　・佐渡金銀山展チラシ印刷原版作成

　・佐渡金銀山展大看板作成

　・金ゴールド展佐渡展展示追加キャプション、パ

　　ネル作成

　・ポジフイルムデジタル化

　・佐渡研究の手引

○学校教育課教員「情報モラル」指導（池田指導員）

1.6　刊行物
○『佐渡学センターだより』創刊号

○『佐渡学センター　年報』創刊号
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○『第 24回　天領ゼミナール記録集』

○佐渡島内民俗芸能保持団体状況調査報告書（委託

　事業）

○佐渡島内大工棟梁系譜調査報告書（委託事業）

○ときメッセ開催「金ＧＯＬＤ展」展示記録集

○佐渡市文化振興ビジョン（暫定版）2009

○小木半島の地質案内パンフレット

○片野尾後藤家図録

○金銀山関係絵巻図録

○佐渡研究の手引

1.7　イベント
1.7.1　白山丸まつり　共催事業

日時：平成 21年 7月 25日 ( 土 ) 前夜祭

平成 21年 7月 26日 ( 日 ) 9：00 ～　本祭り

主催：白山丸友の会、佐渡市教育委員会 ( 共催 )

会場：佐渡国小木民俗博物館千石船展示館前

内容：平成 10年春、日本で最初に完全復元された

　　　千石船「白山丸」が年に一度、展示館から外

　　　に出て帆を揚げるまつり。前夜祭では和太鼓

　　　集団「鼓童」の公演と地元の子ども達による

　　　小木おけさの披露、本祭りでは、帆を張った

　　　白山丸の下で「ちとちんとん」などの郷土芸

　　　能が披露された。当日は雨のため白山丸の展

　　　示時間を短縮したが、７００人を超える人が

　　　訪れた。

1.7.2 生涯学習フェスティバル

日時　平成２１年１２月１３日（日）

　　　午後１：３０～４：３０

主催　佐渡市教育委員会

会場　金井能楽堂

内容：生涯学習活動の成果を広く市民の方々にご理

　　　解いただくために開催されたイベント。第１

　　　部では小木小学校と高千中学校、羽茂高校の

　　　皆さんから民謡や文弥人形を披露いただい　

　　　た。若い世代における郷土芸能の伝承活動成

　　　果は、大きな反響を呼んだ。第２部では新潟

　　　大学教授の池田哲夫先生から佐渡における民

　　　俗芸能の伝承について、非常に興味深いご講

　　　演を賜わった。第３部では羽茂の大和座と大

　　　崎座の皆さんから文弥人形の公演をいただい

　　　たが、熟練の技が輝くひとときとなった。

1.7.3　第６回北前船寄港地フォーラム in 佐渡

　　　協賛事業

日時：平成 22年 3月 20日 ( 土 )10：00 ～

　21日 ( 日 )13：00 まで

主催：第６回北前船寄港地フォーラム in 佐渡事務

　　局、佐渡市教育委員会 ( 協賛 )

会場：あゆす会館、佐渡国小木民俗博物館千石船展

　　　示館

内容：北前船によって佐渡は広範な地域の物、情報

　　　や文化、芸能等を迎え、今も色濃く残され受

　　　け継がれている。低迷する経済・社会を活性

　　　化するため、今一度北前船のスピリッツに学

　　　び、地域間交流や観光の活性化を考えた。あ

　　　ゆす会館では、基調講演やパネルディスカッ

　　　ションが行われ、佐渡国小木民俗博物館千石

　　　船展示館では、白山丸を引き出し公開した。

　　　当初は 20・21 日の公開であったが、21 日

　　　は悪天候のため展示せず。白山丸の見学に　

　　　２５０人余りの人が訪れた。

1.8　その他
1.8.1　ポスター・チラシ・ディスプレイ等

○文弥人形芝居パンフ、ポスター作成

○国際小島嶼学会横看板作成

○県連続講座ポスター印刷、会場横看板作成 

○文化講演リーフレット作成

○世界遺産新聞発表用パネル作成

○佐渡奉行所勝場展示用灰吹法パネル作成

○市長解説用佐渡国絵図パネル作成（２種）

○街なみ関係横断幕等作成

○県連続講座大判ポスター印刷

○トライアスロン用展示パネル印刷

○小木幸丸パネル印刷

○国体向け展示パネル印刷（25枚）

○国体時世界遺産啓発パネル（修正版）印刷

○リレー講演ポスター修正印刷（A2版 30枚） 

○市長会　世界遺産展示パネル印刷

○史跡佐渡奉行所跡用展示パネル作成印刷（５枚）
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○生涯学習フェスティバルポスターとチラシ作成

　ポスター印刷

○絵巻シンポジウム用パネル作成（２枚）

○絵巻展示用解説キャプションの作成

○世界遺産推進課依頼大型写真パネル作成

○名誉市民授与式パンフレット印刷原版作成

○地質図７枚デジタル化及び A1ノビ印刷

○真野地区地積図・航空写真大判印刷

1.8.2　プレゼン

○金銀銅サミット用プレゼン作成

　金銀銅サミットプレゼン操作

○石瀬先生甲府金銀銅サミットプレゼン作成

○佐藤先生県連続講座プレゼン作成

○石瀬先生世界遺産関係発表プレゼン作成

1.7.2　出版社・新聞社・大学等への写真等の提供

　随時

○諸出版社　世界遺産関係写真、小木海岸写真　

○諸大学　世界遺産関係写真・図版　

○県立歴史博物館　絵巻・絵図デジタルデータ

　国立科学博物館　絵巻・絵図デジタルデータ、測

　量機器写真

○新聞社　古写真

２　交流普及事業概要

2.1　講座

　本年度の実施なし

2.2　体験コーナー

 　本年度の実施なし

2.3　視察・団体受け入れ状況

入館料等免除申請書で受け入れた団体について、各

施設ごとに表により示す。

なお、人数については申請書の人数を記載した。

2.3.1　両津郷土博物館
月　日 曜日 団体名 人数

　４月12日 日 新潟大学橋本教授　視察 1
　４月20日 月 文化庁熊本調査官　視察 1
　５月１日 金 金井小学校　総合学習 60
　６月20日 金 新潟大学学生　見学 9

　７月７日 火 入間市議会議員団　視察 16
　８月17日 月 佐渡高等学校　総合学習 45
10月２日 火 小木・深浦小学校　合同遠足 166
10月23日 金 佐渡中等教育学校　総合学習 10
11月11日 水 加茂小学校　総合学習 37

合　計 345

2.3.2　相川郷土博物館
月　日 曜日 団体名 人数

4月 16日 木 羽茂中学校 5
4月 17日 金 新穂中学校 4
4月 23日 木 相川中学校 13
5 月 8日 金 浦川小学校 16
6 月 29日 月 社団法人　佐渡観光協会 10
8 月   5 日 水 佐渡市総務部世界遺産推進課 10
9 月 16日 水 釜石市商工労働部 10
12 月 1日 火 深浦小学校 10
2 月 4日 木 真野小学校 49

合　計 127

2.3.2　史跡佐渡奉行所跡
月　日 曜日 団体名 人数

４月 16日 木 羽茂中学校 28
4 月 17日 金 新穂中学校 7
4月 22日 水 前浜中学校 5
4月 23日 木 相川中学校 17
4 月 24日 金 内海府中学校 7
5月 1日 金 金井小学校 49
5 月 8日 金 相川小学校 21
5 月 8日 金 加茂小学校 41
6 月 1日 水 赤泊中学校 24
6 月 5日 金 両尾小学校 13
6 月 10日 水 相川小学校 24
6 月 10日 水 佐渡市総務部世界遺産推進課 10
6 月 17日 水 小村小学校 20
6 月 29日 月 社団法人　佐渡観光協会 10

7 月 2日 木 ハバロスク市地方少年少女友好
使節団 22

7 月 15日 水 ホテル大佐渡 5
7月 21日 火 佐渡市産業観光部観光課 3
7月 22日 水 台湾メディア 3
7月 30日 木 佐渡市産業観光部観光課 3
8月 4日 火 佐渡市総務部世界遺産推進課 10
8 月 5日 水 政策研究大学院大学留学生 21
8 月 6日 木 佐渡地域振興局地域整備部 4
8月 17日 月 佐渡市企画財政部企画振興課 7
8月 17日 月 佐渡高等学校 145
8 月 21 日 金 佐渡市教育委員会生涯学習課 52
10 月 18 日 日 佐渡市総務部世界遺産推進課 20
10 月 22 日 木 真野小学校６年生 39
10 月 23 日 金 小木小学校６年生 22
10 月 28 日 水 佐渡市産業観光部観光課 2
12 月 1日 火 深浦小学校 10
1 月 6日 水 佐渡市産業観光部観光課 7
2月 4日 木 真野小学校 49
2 月 5日 金 高千小学校 24
3 月 1日 月 さわた保育園 27

合　計 751



Ⅲ　事業内容

ー 19ー

2.3.4　佐渡国小木民俗博物館
月　日 曜日 団体名 人数

4月 14日 火 佐渡汽船観光株式会社 8
4月 15日 水 羽茂中学校２年生 29
4 月 23日 木 相川中学校２年生 47
5 月 13日 水 尾道市議会議員 6
5月 19日 火 両津小学校 85
６月 １日 月 赤泊中学校 26
６月 ９日 火 佐渡市産業観光部観光課 3
6月 15日 月 佐渡市産業観光部観光課 9
6月 17日 水 真野中学校 8
6月 18日 木 佐渡汽船㈱長野案内所 2
6月 22日 月 ＮＨＫ 3
6月 23日 火 ＮＨＫ 3

7月 21日 火 佐渡市産業観光部観光課（台湾
メディア） 3

7月 29日 水 小木地区巡検（新任教員視察） 7
８月 ５日 水 社団法人　佐渡観光協会 12
8 月 17日 月 佐渡高等学校 52
8 月 18日 火 社団法人　佐渡観光協会 4
8月 20日 木 ホテル万長 5
9月 15日 火 畑野小学校 146
9 月 16 日 水 ＮＳＴグループ株式会社コム 6
10 月 ７日 水 小木小学校３年生 24
10 月 13 日 火 山梨県春日市議会議員 6
10 月 17日 土 婚活ツアー 44
10 月 29 日 水 ＢＳＮ 6
11 月 ４日 水 佐渡市産業観光部観光課 4
11 月 ６日 金 羽茂小学校４年生 23
11 月 11 日 水 岩の平園 57
11 月 13 日 金 大韓航空 6
11 月 17日 火 佐渡市教育委員会東教育事務所 21
12 月 23 日 月 福島交通 4
12 月 ５日 土 新潟県立大学 12
1 月 6 日 水 リビング新聞さいたま 7
1月 8 日 金 佐渡汽船㈱企画販売センター 1
2月 10日 水 福島交通 30
3 月 1日 月 新潟日報 4
3月 3日 水 社団法人　佐渡観光協会 1
3月 11日 木 新潟交通佐渡 2
3月 14日 木 佐渡汽船観光 5
3月 17日 水 新潟県立歴史博物館 2

合　　計 723

2.3.5　海運資料館
月　日 曜日 団体名 人数
４月 １日 水 小木小学校教員 6
４月 ９日 木 新潟交通バスガイド 2
5月 25日 月 県立海洋高校 15
5 月 27日 水 県立海洋高校 16

6 月 25日 木 佐渡市行政改革課・小木行政サ
ービスセンター長 3

6月 28日 日 サトーツール 4
7月 23日 木 小木小学校 4
7月 29日 水 小木地区巡検 10
8 月 25日 火 資料寄託者 1
8月 31日 月 深浦小学校教員 5
９月 ２日 水 佐渡相川ふれあいガイド 12
９月 ５日 土 上越市柿崎区分室 25
9 月 11日 金 深浦小学校 9
9月 12日 火 相川ふれあいガイド 2
9月 25日 金 小木小学校３年生 23
9 月 30日 水 添乗員・乗務員 4

10 月 23日 金 佐渡市議会総務文教委員会 18
11 月 10 日 火 社団法人　佐渡観光協会 5
11 月 17日 火 畑野地区公民館「移動産業講座」 19
12 月 21 日 月 ふるさと・ふれあい講座 9
1月 19日 火 小木小学校５年生 5

合　　計 197

2.3.6　佐渡考古資料館
月　日 曜日 団体名 人数
5月 25日 月 県立海洋高校 15
5 月 27日 水 県立海洋高校 16
6 月 25日 木 佐渡市行政改革課・小木行政サ

ービス　センター長
3

6月 28日 日 サトーツール 4
8月 29日 土 交通安全協会 31
8 月 31日 月 深浦小学校教員 5
９月 ２日 水 佐渡相川ふれあいガイド 11
9 月 11日 金 深浦小学校 9
9月 12日 火 佐渡相川ふれあいガイド 2
9月 25日 金 小木小学校３年生 23
10 月 23 日 金 佐渡市議会総務文教委員会 18
11 月 17 日 火 畑野地区公民館「移動産業講座」 19
1 月 21日 木 小木小学校（焼き物クラブ） 12
2 月 2日 火 小木中学校社会科教諭 1

合　　計 169

2.3.4　佐渡植物園
月　日 曜日 団体名 人数
7月 24日 金 散策グループ（静岡県） 4

合　　計 4

2.4　出前授業

2.4.1　両津郷土博物館

　　５月 12日（火）　真野小学校火起し体験

　　７月５日（日）　両津小学校 PTA親子ふれあ

　　　　　　　　　 い教室

2.4.2　相川郷土博物館、相川技能伝承展示館、

　　史跡佐渡奉行所跡、相川文書館

　　　無し

2.4.3　佐渡国小木民俗博物館、海運資料館、佐渡

　　考古資料館、幸丸展示館

　６月 17日（水）　真野中学校総合学習（小木博）

　７月 23日（木）　小木小学校総合学習（小木博）

　７月 23日（木）　小木小学校総合学習（海運）

　９月 25日（金）　小木小学校総合学習（海運）

2.4.4　佐渡植物園

　　無し
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2.4.5　新穂歴史民俗資料館

　10月５日（月）　真野小学校体験学習

　　　　　　　　　勾玉作り体験

2.4.6　金井歴史民俗資料館

　　無し

2.4.7　明治紀念堂（開導館）

　１月 29日（金）　松ヶ崎小学校総合学習

３　職場体験

佐渡国小木民俗博物館

　市内の小学校と中学校から依頼を受けて児童・生

徒を受け入れている。今年度は、佐渡国小木民俗博

物館に佐渡市立小木中学校から３名の生徒が９月

３０日と１０月１日の２日間体験に訪れた。

　内容は、寄贈された資料の収集作業、受付業務、

館内清掃補助、キャプション作りなどを行った。

　生徒たちは、職員の指導のもと、緊張しながらも

資料を丁寧に扱い計測や撮影など真剣に取り組んで

いた。また、受付窓口や館内で来館者と接する際に

は、明るく元気良くあいさつをして、入館者への心

遣い・気遣いを学んでいた。

　２日目の最終ミーティングで生徒たちは、「資料

のデーター収集が面白かった。」、「博物館には、目

に見えない様々な仕事があることを知った。」「将来、

学芸員になりたい。」などの感想があった。今回の

職場体験で、どんな内容の仕事に対しても真剣に取

り組む大切さと、人と接する時の心掛けやマナーに

ついて学んでいた。
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1　佐渡市博物館協議会
　佐渡市博物館協議会は、両津郷土博物館・相川郷

土博物館・佐渡国小木民俗博物館の事業や運営を審

議するための機関。しかし、佐渡市では数多くの博

物館・資料館をかかえる中、近年その整理統合が緊

急課題として位置付けられている。佐渡市教育委員

会では、佐渡市の博物館・資料館全体のあり方につ

いて平成 20 年度から博物館協議会に諮問し、協議

を進めている。

　島内外の方々から寄贈・寄託を受けている貴重な

資料や作品の保管と活用を図ることは、博物館・資

料館の使命であり、その将来像について今後も協議

を継続する。

2　佐渡植物園協議会
　昭和 36 年４月、羽茂町制施行による羽茂町立佐

渡植物園の設立と同時に発足。

　会長は園長である石塚邦夫（平成９年～）が務め、

10 名の協議会委員で構成されている。部署は企画

部、椿部、草本部、温室・菖蒲部、木部、作業部の

６つ。

　年２回の協議会をはじめ、展覧会、ボランティア

草むしり、現地見学会等を実施している。

3　佐渡とき保護会
　佐渡とき保護会は、昭和 28 年に佐渡朱鷺愛護会

として設立され、長く両津市教育委員会で事務局を

担当しながら現在に至っている。戦後次々にトキの

数が減少する中で、冬場における餌の確保、監視活

動等地道な活動を続けてきた。昭和 56 年に行われ

た５羽の一斉捕獲から現在に至るまで、主にトキ保

護の普及や募金活動を行っている。

　平成 21 年度には、総会開催をはじめ活動が休止

状態にあったが、今後は会員各位の協力をいただき

ながら、50 年以上に及ぶ会の歩みをまとめ、将来

に伝えることが課題である。

　Ⅳ　関係団体 　Ⅴ　受贈・購入図書

1　両津郷土博物館
　（書名・著（編）者・発行年・発行所・備考の順）
○博物館研究 Vol.43 No.12　（財）日本博物館協会　　
　2008　（財）日本博物館協会
○博物館研究 Vol.44 No.1　（財）日本博物館協会
　2009　 　（財）日本博物館協会
○博物館研究 Vol.44 No.2　（財）日本博物館協会
　2009　　（財）日本博物館協会
○博物館研究 Vol.44 No.3　（財）日本博物館協会
　2009　　（財）日本博物館協会
○天地人リレー講演会記録集　新潟県立歴史博物館　
　2009　新潟県立歴史博物館
○秋季企画展三十稲場式土器とその時代　長岡市立科
　学博物館　2008　長岡市立科学博物館
○第 22 回企画展海と暮らす　柏崎ふるさと人物館　　
　2008　柏崎ふるさと人物館
○第 55 回特別展妙来光明・念仏の聖「山崎弁栄」
　柏崎市立博物館　2008　柏崎市立博物館
○食の風景－つくる・たべる・たくわえる－　氷見市
　立博物館　2009　氷見市立博物館
○読谷村立歴史民俗資料館年報第 33 号　読谷村立歴史
　民俗資料館　2008　読谷村立歴史民俗資料館
○沼津市歴史民俗資料館資料集 25 古文書（12）　沼津
　市歴史民俗資料館　2008　沼津市歴史民俗資料館
○沼津市歴史民俗資料館紀要 32　沼津市歴史民俗資料
　館　2008　沼津市歴史民俗資料館
○市川市の石造物　市川市立博物館　2008　市川市立
　博物館
○博物館実習報告第 24 号（2008 年度）　お茶の水女
　子大学　2009　お茶の水女子大学
○短歌現代 11　短歌新聞社　2008　短歌新聞社
○語り継ごう、平和への熱い思い　中小企業家同友会
　全国協議会　2007　中小企業家同友会全国協議会
○奈良県立民俗博物館研究紀要第 23 号　奈良県立民俗
　博物館　2008　奈良県立民俗博物館
○昭和館館報平成 19 年度第 9 号　昭和館　2008　昭
　和館
○昭和館館報平成 20 年度第 10 号　昭和館　2009　
　昭和館
○昭和のくらし研究第 7 号　昭和館　2009　昭和館
○国立歴史民俗博物館要覧平成 20 年度　国立歴史民俗
　博物館　2008　国立歴史民俗博物館
○ぬくもりのある日本、みんなが隠れた才能をもって
　いる　障害者アート推進のための懇談会　2008
　障害者アート推進のための懇談会
○アイヌの工芸　アイヌ文化振興・研究推進機構　　
　2008　アイヌ文化振興・研究推進機構
○国立歴史民俗博物館報告第 141 集　国立歴史民俗博
　物館　2008　国立歴史民俗博物館
○エプタ Vol.39　2008　エプタ編集室
○エプタ Vol.40　2008　エプタ編集室
○エプタ Vol.41　2009　エプタ編集室
○エプタ Vol.42　2009　エプタ編集室
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○エプタ Vol.43　2009　エプタ編集室
○エプタ Vol.44　2009　エプタ編集室
○エプタ Vol.45　2010　エプタ編集室
○民具マンスリー第 41 巻 4 号　神奈川大学日本常民
　文化研究所　2008　神奈川大学日本常民文化研究所
○民具マンスリー第 41 巻 5 号　神奈川大学日本常民
　文化研究所　2008　神奈川大学日本常民文化研究所
○民具マンスリー第 41 巻 6 号　神奈川大学日本常民
　文化研究所　2008　神奈川大学日本常民文化研究所
○民具マンスリー第 41 巻 7 号　神奈川大学日本常民
　文化研究所　2008　神奈川大学日本常民文化研究所
○民具マンスリー第 41 巻 8 号　神奈川大学日本常民
　文化研究所　2008　神奈川大学日本常民文化研究所
○民具マンスリー第 41 巻 9 号　神奈川大学日本常民
　文化研究所　2008　神奈川大学日本常民文化研究所
○民具マンスリー第 41 巻 10 号　神奈川大学日本常民
　文化研究所　2009　神奈川大学日本常民文化研究所
○民具マンスリー第 41 巻 11 号　神奈川大学日本常民
　文化研究所　2009　神奈川大学日本常民文化研究所
○民具マンスリー第 41 巻 12 号　神奈川大学日本常民
　文化研究所　2009　神奈川大学日本常民文化研究所
○民具マンスリー第 42 巻 1 号　神奈川大学日本常民
　文化研究所　2009　神奈川大学日本常民文化研究所
○民具マンスリー第 42 巻 2 号　神奈川大学日本常民
　文化研究所　2009　神奈川大学日本常民文化研究所
○民具マンスリー第 42 巻 3 号　神奈川大学日本常民
　文化研究所　2009　神奈川大学日本常民文化研究所
○民具マンスリー第 42 巻 4 号　神奈川大学日本常民
　文化研究所　2009　神奈川大学日本常民文化研究所
○民具マンスリー第 42 巻 5 号　神奈川大学日本常民
　文化研究所　2009　神奈川大学日本常民文化研究所
○民具マンスリー第 42 巻 6 号　神奈川大学日本常民
　文化研究所　2009　神奈川大学日本常民文化研究所
○民具マンスリー第 42 巻 7 号　神奈川大学日本常民
　文化研究所　2009　神奈川大学日本常民文化研究所
○民具マンスリー第 42 巻 8 号　神奈川大学日本常民
　文化研究所　2009　神奈川大学日本常民文化研究所
○民具マンスリー第 42 巻 9 号　神奈川大学日本常民
　文化研究所　2009　神奈川大学日本常民文化研究所
○民具マンスリー第 42 巻 10 号　神奈川大学日本常民
　文化研究所　2010　神奈川大学日本常民文化研究所
○抜萃のつゞりその六十八　（株）熊平製作所　2009
　（株）熊平製作所
○抜萃のつゞりその六十九　宮脇保博　2010　熊平製
　作所
○土浦市立博物館年報第 18 号　土浦市立博物館　　
　2008　土浦市立博物館
○土浦市立博物館紀要第 20 号　土浦市立博物館　　
　2008　土浦市立博物館
○文化財修理報告書 8　楽浪文化財研究所　2008
　楽浪文化財研究所
○百鬼夜行の世界　国立歴史民俗博物館、国文学研究
　資料館、国際日本文化研究センター　2009
　人間文化研究機構
○日本建築は特異なのか－東アジアの宮殿・寺院・住
　宅－　国立歴史民俗博物館　2009　国立歴史民俗博物
　館

○蒲原平野の 20 世紀－水と土の近代－　新潟市歴史博
　物館　2009　新潟市歴史博物館
○八十八物語～「米」を中心に発展した文化・産業を
　地域の人々と学ぶ～事業報告書　北方文化博物館　
　2009　北方文化博物館
○北陸新幹線関係発掘調査報告書Ⅸ角地田遺跡平遺跡
　新潟県教育委員会・新潟県埋蔵文化財調査事業団　
　2009　新潟県教育委員会・新潟県埋蔵文化財調査事
　業団
○日本海沿岸東北自動車道関係発掘調査報告書 XXX Ⅱ
　野地遺跡　新潟県教育委員会・新潟県埋蔵文化財調
　査事業団　2009　新潟県教育委員会・新潟県埋蔵文
　化財調査事業団
○北陸新幹線関係発掘調査報告書深谷遺跡　新潟県教
　育委員会・新潟県埋蔵文化財調査事業団　2009　新
　潟県教育委員会・新潟県埋蔵文化財調査事業団
○県内遺跡発掘調査報告書山元遺跡　新潟県教育委員
　会・新潟県埋蔵文化財調査事業団　2009　新潟　県
　教育委員会・新潟県埋蔵文化財調査事業団
○一般国道 49 号阿賀野バイパス関係発掘調査報告書庚
　塚遺跡狐塚遺跡　新潟県教育委員会・新潟県埋蔵文
　化財調査事業団　2009　新潟県教育委員会・新潟県
　埋蔵文化財調査事業団
○一般国道 49 号揚川改良関係発掘調査報告書Ⅲ萩原遺
　跡新潟県教育委員会・新潟県埋蔵文化財調査事業団
　2008　新潟県教育委員会・新潟県埋蔵文化財調査事
　業団
○山梨県立博物館研究紀要第 3 集　山梨県立博物館　
　2009　山梨県立博物館
○「佐藤哲三の時代」　新潟県立万代島美術館　2008
　「佐藤哲三の時代」展実行委員会
○新潟県立歴史博物館年報第 8 号－平成 19 年度－　
　新潟県立歴史博物館　2009　新潟県立歴史博物館
○越後文書宝翰集上野氏文書・発智氏文書　矢田俊文・
　新潟県立歴史博物館　2009　新潟大学
○新潟市歴史博物館研究紀要第 2 号　新潟市歴史博物
　館　2006　　　
○新潟市歴史博物館研究紀要第 3 号　新潟市歴史博物
　館　2007　　　
○新潟市歴史博物館研究紀要第 4 号　新潟市歴史博物
　館　2008　　　
○新潟市歴史博物館研究紀要第 5 号　新潟市歴史博物
　館　2009　　　
○大阪市立自然史博物館館報 32（平成 18 年度）　　　
　2008　大阪市立自然史博物館
○大阪市立自然史博物館研究報告第 62 号　平成 19 年
　度編集委員会委員長波戸岡清峰　2008　大阪市立自
　然史博物館
○平成 20 年度氷見市立博物館年報－第 27 号－　氷見
　市立博物館　2009　氷見市立博物館
○中村屋文書その八　氷見市立博物館　2009　氷見市
　立博物館
○新潟県立文書館年報第 17 号平成 20 年度　2009
　新潟県立文書館
○博物館研究 Vol.44 № 4 通巻 490 号　( 財 ) 日本博物
　館協会　2009　( 財 ) 日本博物館協会
○博物館研究 Vol.44 № 5 通巻 491 号　( 財 ) 日本博物

Ⅴ　受贈・購入図書
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　館協会　2009　( 財 ) 日本博物館協会
○博物館研究 Vol.44 № 6 通巻 492 号　( 財 ) 日本博物
　館協会　2009　( 財 ) 日本博物館協会
○博物館研究 Vol.44 № 7 通巻 493 号　( 財 ) 日本博物
　館協会　2009　( 財 ) 日本博物館協会
○博物館研究 Vol.44 № 9 通巻 495 号　( 財 ) 日本博物
　館協会　2009　( 財 ) 日本博物館協会
○博物館研究 Vol.44 № 11 通巻 497 号　( 財 ) 日本博
　物館協会　2009　( 財 ) 日本博物館協会
○博物館研究 Vol.44 № 12 通巻 498 号　( 財 ) 日本博
　物館協会　2009　( 財 ) 日本博物館協会
○日本海沿岸東北自動車道関係発掘調査報告書ⅩⅩⅧ
　大館跡Ⅱ・東興屋遺跡・高山東遺跡・窪田遺跡Ⅱ　
　新潟県教育委員会・新潟県埋蔵文化財調査事業団　
　2009　新潟県教育委員会・新潟県埋蔵文化財調査事
　業団
○日本海沿岸東北自動車道関係発掘調査報告書ⅩⅩⅩ
　Ⅰ　桂木田遺跡　新潟県教育委員会・新潟県埋蔵文
　化財調査事業団　2009　新潟県教育委員会・新潟県
　埋蔵文化財調査事業団
○一般国道 49 号亀田バイパス関係発掘調査報告書Ⅱ西
　郷遺跡大蔵遺跡　新潟県教育委員会・新潟県埋蔵文
　化財調査事業団　2009　新潟県教育委員会・新潟県
　埋蔵文化財調査事業団
○能楽資料センター紀要第 20 号　武蔵野大学能楽資料
　センター　2009　武蔵野大学出版会
○五姓田 GOSEDA －明治新潟の人々を描いた絵師－　
　新潟市歴史博物館　2009　新潟市歴史博物館
○日本はきもの博物館 / 日本郷土玩具博物館 2008 年
　度年報　日本はきもの博物館日本郷土玩具博物館　
　2009　（財）遺芳文化財団
○新潟市豊栄博物館創立 40 周年記念誌　新潟市豊栄博
　物館　2009　新潟市豊栄博物館
○産育習俗－変わるもの・変わらないもの－　2009　
　柏崎ふるさと人物館
○阿賀野市文化財年報 3　2008　阿賀野市教育委員会
○新潟県農業総合研究所研究報告第 10 号　　　2009
　新潟県農業総合研究所
○吉﨑誠先生定年退職記念シンポジウム　　　2009　
　吉﨑誠先生定年退職記念会
○巨大胚水稲品種「越車」における育苗法の検討　　
　2009 日本作物学会紀事
○博物館における施設管理・リスクマネージメントガ
　イドブック－実践編－　2009　文部科学省（株）三
　菱総合研究所
○新潟県卓越技能者「にいがたの名工」　2009 新潟県
　産業労働観光部職業能力開発課　
○名古屋市博物館収蔵絵葉書図版目録　名古屋市博物
　館　2009　名古屋市博物館
○近世平林町と越後荒川の世界　原直史　2009　新潟
　大学人文学部附置地域文化連携センター
○新潟文化祭　新潟県、（財）自治総合センター
○しゃべる！まちかどミュージアム！！　名古屋市博
　物館　2009　名古屋市博物館　
○立命館平和研究－ 1 立命館大学国際平和ミュージア
　ム紀要－　立命館大学国際平和ミュージアム　2009
　立命館大学国際平和ミュージアム

○国立歴史民俗博物館研究報告第 147 集　関沢まゆみ
　2008　国立歴史民俗博物館
○国立歴史民俗博物館研究報告第150集　　　2009　
　国立歴史民俗博物館
○国立歴史民俗博物館研究報告第151集　東潮　2009
　国立歴史民俗博物館
○国立歴史民俗博物館研究報告第 152 集　広瀬和雄　
　2009 国立歴史民俗博物館
○全博協会報 44　2007　全国大学博物館学講座協議
　会
○博物館学文献目録（内容分類編）　全国大学博物館学
　講座協議会　2007　全国大学博物館学講座協議会
○平家物語と不思議　鈴木孝庸・楊夫高　2009　高志
　書院
○日本の民俗 1 海と里　安室知、小島孝夫、野地恒有
　2008　（株）吉川弘文館
○日本の民俗 4 食と農　安室知、古家晴美、石垣悟　
　2009　（株）吉川弘文館
○近世海産物経済史の研究　荒居英次　1988　（株）　
　名著出版
○知床博物館研究報告第 30 集　内田暁友　2009　斜
　里町立知床博物館
○知床の動物たちにひそむ危険と対処　村上隆広　　
　2009　斜里町立知床博物館
○館蔵地図目録 1 江戸の地図　東京都江戸東京博物館
　2009　東京都歴史文化財団
○中国陜西省におけるトキの保護と野生復帰　　　　
　2009
○新潟県立歴史博物館年報第 8 号－平成 19 年度－　
　新潟県立歴史博物館　2009　新潟県立歴史博物館
○知床の地質　斜里町立知床博物館　2007　斜里町・
　斜里町教育委員会　勝井義雄監修
○平塚市博物館年報第 32 号　鳫宏道　2009　平塚市
　博物館
○遺跡情報交換標準の研究第 2 版　森本晋　2009　奈
　良文化財研究所
○博物館評価制度等の構築に関する調査研究報告書　
　日本博物館協会　2009　　　
○日本の博物館総合調査研究報告書　日本博物館協会
　2009　　　
○写真集昭和 30 年代の柏崎　2009　柏崎市立博物館
○ふるさと三条第 17 号　三条市文化財保護審議会　　
　三条市
○早稲田大学會津八一記念博物館研究紀要第 10 号　大
　橋一章、岡内三眞、丹尾安典　2009　早稲田大学會
　津八一記念博物館
○博物館支援策にかかる各国等比較調査研究　文化環
　境研究所　2009　　　
○人文学の生まれるところ　栗原隆　2009　東北大学
　出版会
○国立歴史民俗博物館研究報告第145集　　　2008　
　国立歴史民俗博物館
○金 GOLD 黄金の国ジパング　松原聰、横山一己　　
　国立科学博物館、毎日新聞社、NHK プロモーション
○郷土史燕第二号　燕市教育委員会燕市郷土史研究会
　連合会　2009　燕市教育委員会
○『神戸女子大学古典芸能研究センター紀要』2 号　
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　神戸女子大学古典芸能研究センター　2009　神戸女
　子大学古典芸能研究センター
○船の科学館資料ガイド 9 オイルタンカー　日本海事
　科学振興財団船の科学館　2009　日本海事科学振興
　財団船の科学館
○大伝馬町名主の馬込勘解由　東京都江戸東京博物館
　都市歴史研究室　2009　東京都歴史文化財団東京都
　江戸東京博物館
○東京都江戸東京博物館研究報告第 15 号　東京都江戸
　東京博物館都市歴史研究室　2009　東京都江戸東京
　博物館
○第 4 回世界遺産フォーラム　2009　　　
○第 49 回自然科学観察コンクール入賞作品ガイド集　
　自然科学観察研究会　2009　自然科学観察研究会
○国立歴史民俗博物館研究報告第 146 集　宮地正人　
　2009　国立歴史民俗博物館
○国立歴史民俗博物館研究報告第 148 集　三浦正幸　
　2008　国立歴史民俗博物館
○沼尻墨僊－城下町の教育者　土浦市立博物館　2009
　土浦市立博物館
○ NKH（長岡市立科学博物館報）№ 93　長岡市立科学
　博物館　2009　長岡市立科学博物館
○ダブルホーム制による、いきいき学生支援　　　　
　2009　新潟大学全学教育機構学生支援部門
○長岡市立科学博物館研究報告第 44 号　山崎進、岩本
　二郎　2009　長岡市立科学博物館
○歴史と地理第 625 号日本史の研究（225）　（株）山
　川出版社　2009　（株）山川出版社
○移動教室年鑑体験学習　日本移動教室協会　2009　
　日本移動教室協会
○第 51 回北信越博物館協議会・日本博物館協会北信越
　支部総会研究協議会資料　2009　北信越博物館協議会
○月刊『ＭＯＫＵ』6 月号　前田洋秋　2009　MOKU
　出版（株）
○月刊『ＭＯＫＵ』7 月号　前田洋秋　2009　MOKU
　出版（株）
○民具研究第139号　大久根茂他　2009　神奈川大学
　日本常民文化研究所内
○新潟県浦佐毘沙門堂裸押合の習俗　佐野賢治他　　
　2009　南魚沼市教育委員会
○知床の考古　斜里町立知床博物館　2008　斜里町・
　斜里町教育委員会
○日本海沿岸東北自動車道関係発掘調査報告書ⅩⅩⅩ
　西部遺跡Ⅳ・桜林遺跡Ⅲ　村田道博他　2009　新潟
　県教育委員会・新潟県埋蔵文化財調査事業団
○京都府埋蔵文化財情報第108号　森島康雄　2009　
　京都府埋蔵文化財調査研究センター
○沼津市博物館紀要 33　沼津市歴史民俗資料館沼津市
　明治史料館　2009　沼津市歴史民俗資料館沼津市明
　治史料館
○絵本原画と写真で見る里山の世界　佐藤俊男　2009
　柏崎市立博物館
○名古屋市博物館年報№ 32　名古屋市博物館　2009
　名古屋市博物館
○柏崎市立博物館館報第 23 号　柏崎市立博物館　　　
　2009　柏崎市立博物館
○マキエ　津田起代他　2009　ポーラ文化研究所

○よそおいの楽しみ、かざる喜び　富澤洋子　2009　
　ポーラ文化研究所
○化粧文化ＰＬＵＳ Volume22009　（株）ポーラ・オ
　ルビスホールディングス　2009　（株）ポーラ・オ
　ルビスホールディングス
○伝統と文化№ 20　桑野恒郎　1996　ポーラ伝統文
　化振興財団
○伝統と文化№ 30　栗田香穂　2006　ポーラ伝統文
　化振興財団
○ SHIPPING № W2009 － 2010　（財）日本海事広報
　協会　（財）日本海事広報協会
○ SHIPPING № W2009 － 2010 データ編　（財）日本
　海事広報協会　（財）日本海事広報協会
○モノ売り今昔－行商に出る人・行商を待つ人－　柏
　崎ふるさと人物館　2009　柏崎ふるさと人物館
○元興寺文化財研究№ 90　2007　（財）元興寺文化財
　研究所
○国立歴史民俗博物館要覧　2009　国立歴史民俗博物館
○中国地方の名勝・旧跡を行く　2008　茅ヶ崎地区歴
　史散歩の会
○ことばから迫る狂言論－理論と鑑賞の新視点－
　小林千草、千草子　2009　武蔵野書院
○ことばから迫る能（謡曲）論－理論と鑑賞の新視点－
　小林千草、千草子　2006　武蔵野書院
○古文書保存・整理の手引き　新潟県歴史資料保存活
　用連絡協議会古文書作業部会　2008　新潟県歴史資
　料保存活用連絡協議会
○平成 19 年度市立市川歴史博物館館報　市立市川歴史
　博物館　2009　市立市川歴史博物館
○哈爾濱金代文化展　新潟市歴史博物館　2009　新潟
　市歴史博物館
○県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
　Ⅶ　庄川遺跡　増田一実　2006　新潟県見附市教育
　委員会
○県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
　Ⅷ　貴舟休場遺跡Ⅱ　安藤正美　2006　見附市教育
　委員会
○県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
　Ⅸ　辛子田 A 遺跡・辛子田 B 遺跡　安藤正美　2006
　見附市教育委員会
○県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
　Ⅹ　八方遺跡　増田一実　2006　新潟県見附市教育
　委員会
○県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
　十二ノ木北遺跡・十二ノ木南遺跡　安藤正美　2006
　見附市教育委員会
○県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 ?
　釈迦塚遺跡・大坪Ⅰ遺跡　安藤正美　2007　見附市
　教育委員会
○県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
　ⅩⅢ　丸田遺跡　安藤正美　2007　見附市教育委員会
○県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
　ⅩⅣ　七正寺遺跡Ⅰ　増田一実　2007　見附市教育
　委員会
○県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
　ⅩⅤ　八幡遺跡Ⅰ　安藤正美　2007　見附市教育委
　員会
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○県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
　ⅩⅥ　川添南遺跡・埋田遺跡　安藤正美、増田一実
　2007　見附市教育委員会
○県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
　ⅩⅦ　新潟館跡　安藤正美　2007　見附市教育委員会
○平成 6 年度埋蔵文化財発掘調査報告書　本間桂吉、　
　諫山えりか　1995　新潟市教育委員会
○平成 7 年度埋蔵文化財発掘調査報告書　諫山えりか
　1996　新潟市教育委員会
○平成 9 年度埋蔵文化財発掘調査報告書　朝岡政康　
　1998　新潟市教育委員会
○平成 10 年度埋蔵文化財発掘調査報告書　朝岡政康　
　1999　新潟市教育委員会
○山木戸遺跡第 2 次発掘調査概報　小池邦明　1999　
　新潟市教育委員会
○新潟市的場遺跡的場土地区画整理事業用地内発掘調
　査報告　新潟市教育委員会　1993　新潟市教育委員会
○一般国道 116 号和島バイパス関係発掘調査報告書Ⅰ
　大武遺跡Ⅰ ( 中世編 )　春日真実他　2000　新潟県
　教育委員会新潟県埋蔵文化財調査事業団
○新潟市小丸山遺跡直り山団地建設事業用地内発掘調
　査報告書　新潟市教育委員会　1995新潟市教育委員会
○新潟県埋蔵文化財調査報告書第 26 遺跡確認調査報告
　書　1981　新潟県教育委員会
○上高関遺跡　中山俊道・渡辺達郎　2001　笹神村教
　育委員会
○腰廻遺跡　川上貞雄　2002　笹神村教育委員会
○腰廻西遺跡　渡辺達郎・中山俊道　2002　笹神村教
　育委員会
○新潟県三条市内野手遺跡・経塚山遺跡市内遺跡発掘
　調査報告書　金子正典　1999　三条市教育委員会
○日本国有鉄道小千谷第二発電所予定地内埋蔵文化財
　緊急発掘調査報告書　1987　小千谷市教育委員会
○北沢遺跡群　1992　豊浦町教育委員会
○国指定史跡長者ヶ原遺跡－ 13 次調査概報－
　木島勉、山岸洋一　1999　糸魚川市教育委員会
○平成 10 年度糸魚川市内遺跡発掘調査概報苦竹原Ｅ遺
　跡ほか　山岸洋一　1999　糸魚川市教育委員会
○平成 11 年度糸魚川市内遺跡発掘調査概報苦竹原Ｅ遺
　跡ほか　木島勉、山岸洋一　2000　糸魚川市教育委
　員会
○平成 12 年度糸魚川市内遺跡発掘調査概要報告書笛吹
　田遺跡ほか　田村公一、山岸洋一　2001　糸魚川市
　教育委員会
○平成 13 年度糸魚川市内遺跡発掘調査概要報告書笛吹
　田遺跡ほか　田村公一、山岸洋一　2002　糸魚川市
　教育委員会
○中谷内遺跡発掘調査報告書Ⅱ　渡邊朋和、立木宏明、
　山田貴子、田中暁穂　2002　新津市教育委員会
○寺道山遺跡発掘調査報告書　渡邊朋和、立木宏明、　
田中暁穂　2001　新津市教育委員会
○内野遺跡発掘調査報告書　立木宏明、高野裕子、田
　中暁穂、山形真二、金原正子、金原明、菅原弘樹　
　2002　新津市教育委員会
○無頭遺跡発掘調査報告書　長澤展生、早田勉、杉山
　真二、金原正子　2002　新津市教育委員会
○沖ノ羽遺跡発掘調査報告書　細野高伯、杉山真二、　
　早田勉、金原正子　2002　新津市教育委員会

○川根遺跡発掘調査報告書　立木宏明、早田勉、杉山
　真二、金原正子、金原明　2000　新津市教育委員会
○平成 10 年度加茂市内遺跡確認調査報告書たて屋敷遺
　跡・蚊口太遺跡・草生津遺跡・伝涌泉寺跡遺跡・大
　塚遺跡・馬越遺跡・鬼倉遺跡　伊藤秀和　1999　加
　茂市教育委員会
○平成 17 年度平成 18 年度加茂市内遺跡確認調査報告
　書丸潟遺跡・五反田地区・中沢遺跡・草生津遺跡　
　伊藤秀和　2008　加茂市教育委員会
○竹直下片南部遺跡・古川遺跡発掘調査報告書　新保
　誠吾　2000　吉川町教育委員会
○城田遺跡（本文編）　田辺早苗、大賀健、長谷川一郎
　2001　神林村教育委員会　山武考古学研究所
○城田遺跡（図版編）　2001　神林村教育委員会　山
　武考古学研究所
○衣田遺跡・道上遺跡　田辺早苗、土生朗治　2001　
　神林村教育委員会
○城田遺跡（2 次）・引地遺跡　田辺早苗、福山俊彰、
　千葉孝之、大賀健　2001　神林村教育委員会　山武
　考古学研究所
○里本庄遺跡群　松田政基、田辺早苗、八藤後順子、　
　近江屋成陽、安藤杜夫　2001　神林村教育委員会
○上ノ山遺跡発掘調査報告書　田辺早苗、高林真人　
　2007　神林村教育委員会
○岩船下大町遺跡　竹内裕　2008　村上市教育委員会
○黒川西館　　　2001　黒川村教育委員会
○土用木西遺跡　田中靖、新田康則、黒澤一男、斎藤
　崇人、井関陽一郎、佐藤清治　2007　長岡市教育委
　員会
○山田郷内遺跡　丸山一昭、田中靖、前嶋敏、竹原弘展、
　藤森健太郎、皆川義孝　2007　長岡市教育委員会
○五千石遺跡－ 1 区発掘調査概報－　駒形敏朗、加藤
　由美子、岩松和光、竹部佑介、松井奈緒子、樋口勲
　2007　長岡市教育委員会
○新堀遺跡発掘調査報告書　武田賢一　2006　新潟県
　三条市教育委員会
○大面町浦遺跡発掘調査報告　武田賢一　2006　新潟
　県三条市教育委員会
○北河内の塚発掘調査報告書　石逆圭介　2001　越路
　町教育委員会
○上屋敷遺跡発掘調査報告書　石逆圭介　2000　越路
　町教育委員会
○馬場館跡・屋敷添遺跡　吉井雅勇　1998　新潟県荒
　川町教育委員会
○江島神社遺跡・大二反遺跡・発掘調査報告書　高橋
　理彦、杉本陽子　2001　柿崎町教育委員会
○柏崎市の遺跡Ⅶ　品田高志・伊藤哲雄、平吹　靖　
　1998　柏崎市教育委員会
○岩淵Ａ遺跡発掘調査報告書　大橋信彦、武田賢一　
　2002　新潟県南蒲原郡栄町教育委員会
○苗代垣館跡発掘調査報告書　大橋信彦、武田賢一　
　2001　新潟県南蒲原郡栄町教育委員会
○門新遺跡谷地地区Ⅱ　丸山一昭　2005　新潟県和島
　村教育委員会
○奈良崎遺跡　丸山一昭　2001　新潟県和島村教育委
　員会
○奈良崎遺跡Ⅱ　丸山一昭　2002　新潟県和島村教育
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　委員会
○広域営農団地農道整備事業関連遺跡発掘調査報告書
　土居内西遺跡　古澤妥史　2005　阿賀野市教育委員会
○阿賀野市文化財年報 2　2007　阿賀野市教育委員会
○元屋敷遺跡Ⅰ　安藤正美　1995　見附市教育委員会
○見附市内遺跡範囲確認調査報告書十二ノ木北遺跡・
　十二ノ木南遺跡・前田遺跡・七正寺遺跡　安藤正美、
　増田一実　2002　見附市教育委員会
○見附市内遺跡範囲確認調査報告書辛子田Ｂ遺跡・川
　添南遺跡　安藤正美、増田一実　2003　見附市教育
　委員会
○平成 13 年度新潟市埋蔵文化財調査年報　廣野耕造　
　2002　新潟市埋蔵文化財センター 
○梯子谷窯跡　春日真実、井上巌、古環境研究所　　
　2001　新潟県教育委員会新潟県埋蔵文化財調査事業団
○越後における 7 世紀の土器編年　春日真実　　　　
○山木戸遺跡第 1 次発掘調査概報　新潟市教育委員会
　1992　新潟市教育委員会
○新潟市山木戸遺跡　新潟市教育委員会　2004　新潟
　市教育委員会
○笹山前遺跡・神明社裏遺跡・城山遺跡　廣野耕造　
　1997　新潟市教育委員会
○平成 11 年度埋蔵文化財発掘調査報告書　朝岡政康　
　2000　新潟市教育委員会
○平成 12 年度埋蔵文化財発掘調査報告書　廣野耕造　
　2001　新潟市教育委員会
○三角田遺跡　松島悦子　2001　燕市教育委員会吉田
　町教育委員会
○高安窯跡群　北野博司他　2006　東北芸術工科大学
　文化財保存修復研究センター
○九学会能登・下北（考古）　九学会連合能登調査委員
　会九学会連合下北調査委員会　1989　平凡社
○出雲崎町史海運資料集
○出雲崎町史海運資料集一（抄）　出雲崎町教育委員会
　1995　出雲崎町
○出雲崎町史海運資料集二・三（抄）　出雲崎町教育委
　員会　1996・1997　出雲崎町
○国立歴史民俗博物館研究報告第 154 集　春成秀爾、
　小林謙一編　2009　国立歴史民俗博物館
○間瀬大工の業績と会津地方での足跡（三）　中村義隆
　2008　新潟県民俗学会
○新潟県立文書館研究紀要第 11 号　新潟県立文書館　
　2004　新潟県立文書館
○新潟県新旧市町村名索引　1981　新潟県史編さん室
○「伊能忠敬研究」第 40 号　福田弘行　2005　星埜
　由尚
○ Asahi100　アサヒビール（株）社史資料室　1990
　アサヒビール（株）
○新潟県立文書館複製資料一覧　1995　新潟県歴史資
　料保存活用連絡協議会
○新潟県百年のあゆみ　1971　新潟県
○越佐研究第 63 集　2006　新潟県人文研究会
○越佐研究第 65 集　2008　新潟県人文研究会
○武蔵野大学能楽資料センター紀要第 17 号　武蔵野大
　学能楽資料センター　2006　武蔵野大学出版会
○漁撈と船　池田哲夫　2007　　　
○新潟県民俗地図　新潟県教育委員会　1979　新潟県

　教育委員会
○特別展から・あぶ・ほとけ－島が映す地域の歴史－
　氷見市立博物館　2009　氷見市立博物館
○北方社会史の視座歴史・文化・生活第 1 巻　長谷川
　成一、瀧本壽史、関根達人　2007　清文堂出版（株）
○近世大名墓における本葬と分霊－弘前藩主津軽家墓
　所を中心に－　関根達人　2002　　　
○新潟県埋蔵文化財年報　新潟県教育庁文化行政課　
　1997　新潟県教育庁文化行政課
○文化財保護実務必携　文化庁文化財保護研究会　　
　1978　第一法規出版（株）
○文化財用語辞典　京都府文化財保護基金　1976　第
　一法規出版（株）
○平成 21 年度会員名簿　日本博物館協会事務局
○大津市指定有形文化財旧竹林院茶室（広間）修理工
　事報告書　京都伝統建築記述協会　2007　大津市　
　大津市寄贈
○関山神社火祭り調査報告書－仮山伏の棒使い・柱松
　引きを中心として－　仮山伏保存会妙高市教育委員
　会　2006　仮山伏保存会妙高市教育委員会
○書陵部紀要第 59 号　宮内庁書陵部　2008　宮内庁
　書陵部
○新潟の産業いま★むかし　新潟の産業いま・むかし
　展実行委員会　2006　新潟の産業いま・むかし展実
　行委員会
○明治大学博物館年報 2005 年度　明治大学博物館事
　務室　2007　明治大学博物館事務室
○「美しい日本の歴史的風土 100 選」　「美しい日本の
　歴史的風土 100 選」実行委員会事務局
○獅子頭　福井県立若狭歴史民俗資料館　2008　福井
　県立若狭歴史民俗資料館
○垂井の仏教文化展－仏教の受容と展開－　タルイピ
　アセンター　2006　タルイピアセンター
○旅する浮世絵広重さんツアーと、水木さんツアー　
　タルイピアセンター　2006　タルイピアセンター
○タルイピアセンター年報№ 13 平成 18 年度 タ
　ルイピアセンター　2007　タルイピアセンター
○山梨県考古学協会誌第 18 号　山梨県考古学協会　　
　2008　山梨県考古学協会
○金山史研究（第 5 集）－平成 13 年度記念講演と平
　成 13 年度・14 年度公開講座の記録－　甲斐黄金村・
　湯之奥金山博物館　2005　甲斐黄金村・湯之奥金山
　博物館
○新府城の歴史学　山梨県韮崎市、韮崎市教育委員会
　2008　（株）新人物往来社
○「古代ロードと古志の里」－八幡林官衛遺跡をめぐっ
　て－　2007　新潟県長岡市教育委員会
○「古代ロードと古志の里」－八幡林官衛遺跡をめぐっ
　て－記録集　　2008　長岡市教育委員会
○野起遺跡－経営体育成基盤整備事業潟地区に伴う埋
　蔵文化財発掘調査報告書－　駒形敏朗他　2008　長
　岡市教育委員会
○平成 19 年度長岡市内遺跡発掘調査報告書　新田康則
　他　2008　新潟県長岡市教育委員会
○五千石遺跡－ 4 区・5 区発掘調査概報－　駒形敏朗
　他　2008　長岡市教育委員会
○「武田氏と金山経営」『考古学ジャーナル 5712008』
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　萩原三雄　2008
○フォト通巻第 321 号　総理府編集　1968　（財）時
　事画報社
○日本医療史　新村拓　2006　（株）吉川弘文館
○蚕都物語蚕種家清水金左衛門のはるかな旅路　しみ
　ずたか　2008　（株）幻冬舎ルネッサンス
○明治大学博物館研究報告第 13 号　明治大学博物館　
　2008　明治大学博物館
○アイヌの工芸－ペンシルバニア大学考古学人類学博
　物館ヒラーコレクション－　（財）アイヌ文化振興・
　研究推進機構　2008　（財）アイヌ文化振興・研究
　推進機構
○『歴史の町並』平成 20 年度（2008）版　江田修司
　2008　全国伝統的建造物群保存地区協議会
○特別展氣比さんとつるが町衆～氣比神宮文書は語る
　～　敦賀市立博物館　2008　敦賀市立博物館
○牛久市小坂・斎藤家文書概要調査報告書　牛久市史
　編さん委員会・近世史部会　1993　牛久市
○第 12 回土木史研究会資料伊能忠敬測量隊越後基礎資
　料　1998　垣見壮一
○新潟県立文書館年報第 1 号平成 4 年度　1993　新潟
　県立文書館
○新潟県立文書館年報第 2 号平成 5 年度　1994
　新潟県立文書館
○新潟県立文書館年報第 3 号平成 6 年度　1995
　新潟県立文書館
○新潟県立文書館年報第 4 号平成 7 年度　1996
　新潟県立文書館
○新潟県立文書館年報第 5 号平成 8 年度　1997
　新潟県立文書館
○新潟県立文書館年報第 6 号平成 9 年度　1998
　新潟県立文書館
○新潟県立文書館年報第 9 号平成 12 年度　2001
　新潟県立文書館
○新潟県立文書館年報第 11 号平成 14 年度　2003
　新潟県立文書館
○新潟県立文書館年報第 13 号平成 16 年度　2005
　新潟県立文書館
○新潟県立文書館年報第 14 号平成 17 年度　2006
　新潟県立文書館
○新潟県立文書館年報第 15 号平成 18 年度　2007
　新潟県立文書館
○新潟県立文書館年報第 16 号平成 19 年度　2008
　新潟県立文書館
○新潟県公文書簿冊目録－第 1 集－　1994
　新潟県立文書館
○新潟県公文書簿冊目録－第 2 集－　1995
　新潟県立文書館
○新潟県公文書簿冊目録－第3集（平成6年度移管文書）
　－　1996　新潟県立文書館
○新潟県公文書簿冊目録－第4集（平成7年度移管文書）
　－　1997　新潟県立文書館
○むしくら№ 26 ～№ 61　1999 ～ 2005　　　
○長岡あーかいぶす第 4 号～第 6 号　長岡市立中央図
　書館文書資料室　2007・2008　長岡市立中央図書
　館文書資料室
○新潟県市町村合併誌上巻　新潟県総務部地方課　　

　1962　新潟県自治行政会
○新潟県市町村合併誌下巻　新潟県総務部地方課　　
　1962　新潟県自治行政会
○新潟県公民館誌　新潟県公民館誌編集委員会　1961
　新潟県公民館連絡協議会
○これからのひとづくりまちづくり　2006　下越教育
　事務所
○国宝・重要文化財、史跡等の保存に係る国庫補助制
　度の存続を求める緊急アピール　2004　全国史跡整
　備市町村協議会他
○柏崎市民文化誌「風のいろ」第二号　柏崎市民文化
　誌刊行委員会　2007　柏崎市民文化誌刊行委員会
○新潟市美術館年報 Vol.4 2000 － 2004　2006　新潟
　市美術館
○『茶道雑誌』第七十二巻第十一号　中村昌生　2008
　（株）河原書店
○米百俵小林虎三郎物語　2005　（財）長岡市米百俵
　財団
○新潟県立歴史博物館年報第 7 号－平成 18 年度－　
　新潟県立歴史博物館　2007　新潟県立歴史博物館
○新潟大学考古学研究室調査研究報告 6　新潟大学人
　文学部考古学研究室　2004　新潟大学人文学部
○新潟大学考古学研究室調査研究報告 7　新潟大学人
　文学部考古学研究室　2007　新潟大学人文学部
○郷土史燕創刊号　燕市教育委員会燕市郷土史研究会
　連合会　2008　燕市教育委員会
○図録敦賀の文化財　敦賀市文化財保護審議会　1988
　敦賀市教育委員会
○白い森の国おぐに　小国町企画課　　　山形県西置
　賜郡小国町
○敦賀市史史料編第二巻　敦賀市史編さん委員会　　
　1978　敦賀市役所
○敦賀市史史料編第三巻　敦賀市史編さん委員会　　
　1980　敦賀市役所
○敦賀市史史料編第四巻上　敦賀市史編さん委員会　
　1982　敦賀市役所
○敦賀市史史料編第四巻下　敦賀市史編さん委員会　
　1983　敦賀市役所
○敦賀市史史料編第五巻　敦賀市史編さん委員会　　
　1979　敦賀市役所
○敦賀市史通史編上巻　敦賀市史編さん委員会　1985
　敦賀市役所
○敦賀市史通史編下巻　敦賀市史編さん委員会　1988
　敦賀市役所
○敦賀市史年表・索引・総目次　敦賀市史編さん委員
　会　1988　敦賀市役所
○能あれこれ　　　1990　外山久次
○『神戸女子大学古典芸能研究センター紀要』創刊号
　神戸女子大学古典芸能研究センター　2008　神戸女
　子大学古典芸能研究センター
○武蔵野大学能楽資料研究センター紀要第 19 号　武蔵
　野大学能楽資料研究センター　2008　武蔵野大学出
　版会
○平成 10 年度新潟県民文化祭能楽大会新潟県能楽連盟
　創設二十五周年記念能楽大会　　　1998　　　
○新潟県能楽連盟三十五年の歩み（年表）付録・連盟
　報抜すい記事　　　2008　　　
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○温泉津村木津屋文書解読文
○木津屋客船帳佐渡・越後一・越後二・越後三
○特集歴史資料の保存と活用　　　1995　新潟県立文
　書館
○新潟県立文書館研究紀要第 2 号　新潟県立文書館　
　1995　新潟県立文書館
○新潟県立文書館研究紀要第 3 号　新潟県立文書館　
　1996　新潟県立文書館
○平成 10 年度公文書等利用講座資料　1998　新潟県
　立文書館
○新潟県立文書館年報第 16 号平成 19 年度　2008
　新潟県立文書館
○柏崎ふるさと人物館第 26 回企画展いしぶみ人物伝－
　石が伝える郷土の先人たち－　2009　柏崎ふるさと
　人物館
○新潟史学第 62 号　2009　新潟史学会
○新潟県魚沼地方の雪形（2）　山崎進　2004　長岡市
　立科学博物館民俗研究室
○地図中心 2006 － 2 通巻 401 号　2006　（財）日本
　地図センター
○地図中心 2006 － 3 通巻 402 号　2006　（財）日本
　地図センター
○平成 20 年度読谷村立歴史民俗資料館『年報』第 34
　号　読谷村立歴史民俗資料館　2009　読谷村立歴史
　民俗資料館
○財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団年報平成 20 年
　度　（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団　2009　（財）
　新潟県埋蔵文化財調査事業団
○京都府埋蔵文化財情報第 109 号　2009　（財）京都
　府埋蔵文化財調査研究センター
○国指定史跡武蔵国分寺跡－平成 17・18 年度保存整
　備事業に伴う事前遺構確認調査－　国分寺市遺跡調
　査団　2008　国分寺市遺跡調査会
○国指定史跡武蔵国分寺跡－平成 19 年度保存整備事　
　業に伴う事前遺構確認調査－　国分寺市遺跡調査団
　2009　国分寺市遺跡調査会
○地方史研究第341号　地方史研究協議会　2009　地
　方史研究協議会
○企画展示縄文はいつから !? － 1 万 5 千年前になにが
　おこったのか－　国立歴史民俗博物館　2009　国立
　歴史民俗博物館
○国立歴史民俗博物館研究報告第 153 号　池享他　　
　2009　国立歴史民俗博物館
○国立歴史民俗博物館年報 5(2008 年度）　国立歴史民
　俗博物館　2009　国立歴史民俗博物館
○『歴史の町並』平成 19 年度（2007）版　江田修司
　2007　全国伝統的務建造物群保存地区協議会
○渋海川と暮らし　2009　（財）こしじ水と緑の会
○中学生のためのマネー入門－お金やカードについて
　考えてみよう－　金融広報中央委員会　2001　金融
　広告中央委員会
○文化財修理報告書 VOL.9(2009）　楽浪文化財修理所
　2009　楽浪文化財修理所
○ “「平成 21 年度美術館博物館活動基盤整備支援事業」
　採択事業実施状況報告書 ”　文化庁文化財部美術学芸
　課　2009　文化庁文化財部美術学芸課
○ “ 伝統文化の後継者養成に関する基礎調査結果報告

　書 ”　1998　文化庁文化財保護部伝統文化課
○ “ 新潟大学創立 50 周年記念学内貴重学術資料公開展
　示会図録環日本海地域の自然・人・文化 ”　“ 新潟大
　学創立 50 周年記念学内貴重学術資料公開展示会準備
　委員会 ”　1999　新潟大学
○お茶の水女子大学博物館実習報告第 25 号　お茶の水
　女子大学学芸員課程　2009　お茶の水女子大学学芸
　員課程
○大坂市立自然史博物館研究報告第 63 号　大坂市立自
　然史博物館　2009　大坂市立自然史博物館
○大坂市立自然史博物館館報 33（平成 19 年度）　大阪
　市立自然史博物館　2009　大阪市立自然史博物館
○ “ 自然史研究 Vol.3, № 10”　大阪市立自然史博物館　
　2009　大阪市立自然史博物館
○絵巻物による日本常民生活絵引 1　澁澤敬三　1965
　㈱角川書店
○絵巻物による日本常民生活絵引 2　澁澤敬三　1965
　㈱角川書店
○絵巻物による日本常民生活絵引 3　澁澤敬三　1966
　㈱角川書店
○絵巻物による日本常民生活絵引 4　澁澤敬三　1967
　㈱角川書店
○絵巻物による日本常民生活絵引 5　澁澤敬三　1968
　㈱角川書店
○大学における共通知のありか　栗原隆、濱口哲　　
　2005　東北大学出版会
○ “ 開館一周年記念特別展海の神々捧げられた宝物 ”　
　九州国立博物館　2006　九州国立博物館
○ “「原色日本の美術」別巻日本名宝事典－御物・国宝・
　重要文化財－ ”　1971　㈱小学館
○日本郷土図観風俗・民芸・芸能　印南高一　1959　
㈱新潟日報社
○日本書道大字典日本名跡大字典　北川博邦　1981　
㈱角川書店
○日本書道大字典かな名跡大字典　筒井茂徳　1981
　㈱角川書店
○第 17 回全国天領ゼミナール資料集　2001　全国天   
　領ゼミナール事務局
○嘉永慶応江戸切絵図（日本地図選集）　日本地図選集
　刊行委員会　1966　㈱人文社地図センター
○江戸時代続日本国絵図選要（日本地図選集）　日本地
　図選集刊行委員会　1979　㈱人文社地図センター
○徳川治世諸国道中細見絵図集並・四国西国板東霊場
　順礼図（日本地図選集）　日本地図選集刊行委員会　
　1971　㈱人文社地図センター
○京浪速幾内古地図撰付近江・河絵図（日本地図選集）
　日本地図選集刊行委員会　1970　㈱人文社地図セン
　ター
○文政天保国郡全図並大名武鑑（日本地図選集）　日本
　地図選集刊行委員会　1967　㈱人文社地図センター
○三都市四十三縣三府一廳大日本管轄分地図（日本地
　図選集）　日本地図選集刊行委員会　1968　㈱人文
　社地図センター
○江戸明治所處湊港・舟船絵図集並・正改日本船路細
　見記（日本地図選集）　日本地図選集刊行委員会　
　1972　㈱人文社地図センター
○江戸時代日本全図歴覧（日本地図選集）　日本地図選
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　集刊行委員会　1968　㈱人文社地図センター
○新潟県立文書館だより　　　　　　　　
○平成 21 年度起著作権法関係綴り　　　　　　　　
○図説日本の歴史 1 日本のあけぼの　三上次男　1974
　㈱集英社
○図説日本の歴史 2 神話の世界　三品彰英　1974
　㈱集英社
○図説日本の歴史 3 古代国家の繁栄　竹内理三　1974
　㈱集英社
○図説日本の歴史 4 平安の都　川崎庸之　1974　㈱集
　英社
○図説日本の歴史 5 貴族と武士　彌永貞三　1974
　㈱集英社
○図説日本の歴史 6 鎌倉の幕府　貫達人　1974
　㈱集英社
○図説日本の歴史 7 武家の勝利　豊田武　1975
　㈱集英社
○図説日本の歴史 8 戦国の世　笠原一男　1975
　㈱集英社
○図説日本の歴史 9 天下統一　今井林太郎　1975
　㈱集英社
○図説日本の歴史 10 キリシタンの世紀　岡田章雄
　1975　㈱集英社
○日本文化の歴史 1 大地と呪術　国分直一、岡本太郎
　1969　学研
○日本文化の歴史 2 古墳と神々　増田精一、岡本太郎
　1969　学研
○日本文化の歴史 3 飛鳥と斑鳩　和歌森太郎、町田甲
　一　1969　学研
○日本文化の歴史 4 南部のロマン　和歌森太郎、町田
　甲一　1969　学研
○日本文化の歴史 5 密教と王城　竹内理三、佐和隆研
　1969　学研
○日本文化の歴史 6 王朝のみやび　竹内理三、宮次男
　1969　学研
○日本文化の歴史 7 武門の道理　林屋辰三郎、森暢　
　1969　学研
○日本文化の歴史 8 阿弥と町衆　林屋辰三郎、岡田譲
　1969　学研
○日本文化の歴史 9 わびと黄金　林屋辰三郎、武田恒
　夫　1969　学研
○日本文化の歴史 10 閉ざされた社会　奈良本辰也、赤
　井達郎　1970　学研
○日本文化の歴史 11 近代への溶明　奈良本辰也、赤井
　達郎　1970　学研
○歴博第158号　国立歴史民俗博物館　2010　国立歴
　史民俗博物館
○伝統文化№ 34 －平成 22 年新春シリーズ地域の風号
　財団法人伝統文化活性化国民協会　2010　財団法人
　伝統文化活性化国民協会
○新潟県立歴史博物館年報第 9 号－平成 20 年度－　
　新潟県立歴史博物館　2009　新潟県立歴史博物館
○ “ 萱免遺跡第 2 次調査－宅地造成に伴う萱免遺跡第
　2 次発掘調査報告書－ ”　新潟市埋蔵文化財センター
　2009　新潟市教育委員会
○調査年報 22 平成 21 年度　財団法人北海道埋蔵文化
　財センター　2010　財団法人北海道埋蔵文化財セン

　ター
○日本思想大系 1 古事記　青木和夫、石母田正、小林
　芳規、佐伯有清　1982　㈱岩波書店
○日本思想大系 2 聖徳太子集　家永三郎、藤枝晃、早
　島鏡正、築島裕　1975　㈱岩波書店
○日本思想大系 3 律令　井上光貞、関晃、土田直鎮、　
　青木和夫　1976　㈱岩波書店
○日本思想大系 4 最澄　安藤俊雄、薗田香融　1974
　㈱岩波書店
○日本思想大系 5 空海　川崎庸之　1975　㈱岩波書店
○日本思想大系 6 源信　石田瑞麿　1970　㈱岩波書店
○日本思想大系 7 往生伝法華験記　井上光貞、大曾根
　章介　1974　㈱岩波書店
○日本思想大系 8 古代政治社会思想　山岸徳平、竹内
　理三、家永三郎、大曾根章介　1979　㈱岩波書店
○日本思想大系 9 天台本覚論　多田厚隆、大久保良順、
　田村芳朗、浅井円道　1973　㈱岩波書店
○日本思想大系 10 法然一遍　大橋俊雄　1971　㈱岩
　波書店
○日本思想大系 12 道元上　寺田透、水野弥穂子　　　
　1970　㈱岩波書店
○日本思想大系 14 日蓮　戸頃重基、高木豊　1970　
　㈱岩波書店
○日本思想大系 15 鎌倉旧仏教　鎌田茂雄、田中久夫　
　1971　㈱岩波書店
○日本思想大系 16 中世禅家の思想　市川白弦、入矢義
　高、柳田聖山　1972　㈱岩波書店
○日本思想大系 17 蓮如一向一揆　笠原一男、井上鋭夫
　1972　㈱岩波書店
○日本思想大系 18 おもろさうし　外間守善、西郷信綱
　1972　㈱岩波書店
○日本思想大系 19 中世神道論　大隅和雄　1977　㈱
　岩波書店
○日本思想大系 20 寺社縁起　桜井徳太郎、萩原龍夫、
　宮田登　1975　㈱岩波書店
○日本思想大系 21 中世政治社会思想上　石井進、石母
　田正、笠松宏至、勝俣鎮夫、佐藤進一　1972　㈱岩
　波書店
○日本思想大系 22 中世政治社会思想下　笠松宏至、佐
　藤進一、百瀬今朝雄　1981　㈱岩波書店
○日本思想大系 23 古代中世芸術論　林屋辰三郎　　　
　1973　㈱岩波書店
○日本思想大系 25 キリシタン書排耶書　海老沢有道、
　Ｈ . チースリク、土井忠生、大塚光信　1970　㈱岩
　波書店
○日本思想大系 26 三河物語葉隠　齋木一馬、岡山泰四、
　相良亨　1974　㈱岩波書店
○日本思想大系 27 近世武家思想　石井紫郎　1974
　㈱岩波書店
○日本思想大系 28 藤原惺窩林羅山　石田一良、金谷治
　1975　㈱岩波書店
○日本思想大系 29 中江藤樹　山井湧、山下龍二、加地
　伸行、尾藤正英　1974　㈱岩波書店
○日本思想大系 30 熊沢蕃山　後藤陽一、友枝龍太郎　
　1971　㈱岩波書店
○日本思想大系 31 山崎闇斎学派　西順蔵、阿部隆一、
　丸山真男　1980　㈱岩波書店
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○日本思想大系 32 山鹿素行　田原嗣郎、守本順一郎　
　1970　㈱岩波書店
○日本思想大系 33 伊藤仁斎伊藤東涯　吉川幸次郎、清
　水茂　1971　㈱岩波書店
○日本思想大系 34 貝原益軒室鳩巣　荒木見悟、井上忠
　1970　㈱岩波書店
○日本思想大系 35 新井白石　松村明、尾藤正英、加藤
　周一　1975　㈱岩波書店
○日本思想大系 36 荻生徂徠　吉川幸次郎、丸山真男、
　西田太一郎、辻達也　1973　㈱岩波書店
○日本思想大系 37 徂徠学派　頼惟勤　1972　㈱岩波
　書店
○日本思想大系 41 三浦梅園　島田虔次、田口正治　　
　1982　㈱岩波書店
○日本思想大系 43 富永仲基山片蟠桃　水田紀久、有坂
　隆道　1973　㈱岩波書店
○日本思想大系 44 本多利明海保青陵　塚谷晃弘、蔵並
　省自　1970　㈱岩波書店
○日本思想大系 45 安藤昌益佐藤信淵　尾藤正英、島崎
　隆夫　1977　㈱岩波書店
○日本思想大系 48 近世史論集　松本三之介、小倉芳彦
　1974　㈱岩波書店
○日本思想大系 49 頼山陽　植手通有　1977　㈱岩波
　書店
○日本思想大系 50 平田篤胤伴信友大国隆正　田原嗣　
　郎、関晃、佐伯有清、芳賀登　1973　㈱岩波書店
○日本思想大系 51 国学運動の思想　芳賀登、松本三之
　介　1971　㈱岩波書店
○日本思想大系 52 二宮尊徳大原幽学　奈良本辰也、中
　井信彦　1973　㈱岩波書店
○日本思想大系 53 水戸学　今井宇三郎、瀬谷義彦、尾
　藤正英　1973　㈱岩波書店
○日本思想大系 54 吉田松陰　吉田常吉、藤田省三、西
　田太一郎　1978　㈱岩波書店
○日本思想大系 55 渡辺崋山高野長英佐久間象山横井小
　楠橋本左内　佐藤昌介、植手通有、山口宗之　1971
　㈱岩波書店
○日本思想大系 56 幕末政治論集　吉田常吉、佐藤誠三
　郎　1976　㈱岩波書店
○日本思想大系 57 近世仏教の思想　柏原祐泉、藤井学
　1973　㈱岩波書店
○日本思想大系 58 民衆運動の思想　庄司吉之助、林基、
　安丸良夫　1970　㈱岩波書店
○日本思想大系 67 民衆宗教の思想　村上重良、安丸良
　夫　1971　㈱岩波書店
○日本古典文学大系 22 今昔物語集一　山田孝雄、山田
　忠雄、山田英雄、山田俊雄　1959　㈱岩波書店
○日本古典文学大系 23 今昔物語集二　山田孝雄、山田
　忠雄、山田英雄、山田俊雄　1960　㈱岩波書店
○日本古典文学大系 24 今昔物語集三　山田孝雄、山田
　忠雄、山田英雄、山田俊雄　1961　㈱岩波書店
○日本古典文学大系 26 今昔物語集五　山田孝雄、山田
　忠雄、山田英雄、山田俊雄　1963　㈱岩波書店
○明治文学全集 1 明治開化期文学集（一）　假名垣魯文
　1966　㈱筑摩書房
○明治文学全集 2 明治開化期文学集（二）　假名垣魯文
　1967　㈱筑摩書房

○明治文学全集 3 明治啓蒙思想集　西周　1967
　㈱筑摩書房
○明治文学全集 4 成島柳北服部撫松栗本鋤雲集　成島
　柳北　1969　㈱筑摩書房
○明治文学全集 5 明治政治小説集（一）　戸田欽堂
　1966　㈱筑摩書房
○明治文学全集 6 明治政治小説集（二）　東海散士
　1967　㈱筑摩書房
○明治文学全集 7 明治飜譯文学集　丹羽純一郎
　1972　㈱筑摩書房
○明治文学全集 8 福澤諭吉集　福澤諭吉　
　1966　㈱筑摩書房
○明治文学全集 9 河竹默阿彌集　河竹默阿彌　
　1966　㈱筑摩書房
○明治文学全集 10 三遊亭圓朝集　三遊亭圓朝　
　1965　㈱筑摩書房
○阿修羅のこころにふれる旅　九州国立博物館　2009
　九州国立博物館
○興福寺創建 1300 年記念国宝阿修羅展　東京国立博
　物館、九州国立博物館、法相宗大本山興福寺、朝日
　新聞社　2009　朝日新聞社
○ “ 九州国立博物館開館 4 周年記念特別展古代九州の
　国宝 ”　九州国立博物館　2009　九州国立博物館
○きゅーはくの絵本⑧朱印船絵巻海のむこうのずっと
　むこう　天野誠、池上理恵　2009　株式会社フレー
　ベル館

2　相川郷土博物館、相川技能伝承展示館、史跡佐
渡奉行所跡、　相川文書館

○黄金の国ジパング　国立科学博物館
○わたしたちのまち　燕市　燕市教育委員会
○縄文・弥生集落遺跡の集成的研究　国立歴史民　俗
　博物館　　
○水中文化遺産担当者協議会　文化財保存支援　機構
○戦争体験の記録と語りに関する資料論敵研究　国立
　歴史民俗博物館
○古代における生産と権力とイデオロギー　国立歴史
　民俗博物館
○オイルタンカー　日本海事科学振興財団
○越後文書宝翰集　上野氏文書　発智氏文書
　新潟県立歴史博物館
○神仏信仰に関する通史的研究　国立歴史民俗博　物館
○国立歴史民俗博物館研究報告第 145 集　国立歴史民
　俗博物館
○博物館評価制度の構築に関する調査研究報告書　日
　本博物館協会
○国立歴史民俗博物館研究報告第１49 集　国立歴史民
　俗博物館
○水中文化遺産担当者協議会　特定非営利活動　法人
○国立歴史民俗博物館研究報告第 150 集　国立歴史民
　俗博物館　
○国立歴史民俗博物館研究報告第 151 集　国立歴史民
　俗博物館　
○ツノシマデンマ（角島伝馬舟）造舟記録　下関市立
　豊北歴史民俗博物館
○国立歴史民俗博物館研究報告第 146 集　国立歴史民
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　俗博物館　
○国立歴史民俗博物館研究報告第 154 集　国立歴史民
　俗博物館
○縄文はいつから　国立歴史民俗博物館　
○エプタ　エプタ編集室 Vol.44　
○社会教育研究紀要　第 24 号  下越地区社会教育　主
　事等会
○世界遺産年報　2010　日本ユネスコ協会　
○平成 21 年度美術館・博物館活動基盤整備支援事業
　文化庁文化財部
○国立歴史民俗博物館　年報５　大学共同利用機関　
　法人　人間文化研究機構
○国立歴史民俗博物館研究報告　第 153 集　大学共同
　利用機関法人　人間文化研究機構
○ Science Window  わたしの体　科学技術振興機構
○新潟県埋蔵文化財調査事業団年報
　財団法人　新潟県埋蔵文化財調査事業団
○雛形からみた弁財船　上　船の科学館
○アイヌ関連総合研究等助成事業研究報告　第８号　
　上巻研究篇　財団法人アイヌ文化振興・研究推進機
　構
○アイヌ関連総合研究等助成事業研究報告　第８号　
下巻研究篇　財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構
○社会教育　実践レポート集　テトラポット　第 24 号
　下越地区社会教育主事等会
○南ぬ風  vol 13　財団法人　海洋博覧会記念公園管理
　財団
○月岡徳恵水彩画展図録　財団法人　古都保存財団
○南ぬ風  vol 1 ４　財団法人　海洋博覧会記念公園管
　理財団
○狂歌ごよみ　飯田辰巳（雅号○世拗亭　黙公）
○無形の文化財　記録　第 54 集　辻堂の習俗Ⅳ
　岡山県　　文化庁　文化部
○ 2010 年日本稀覯本フェア　ＡＢＡＪ日本古書籍
　商協会
○平成 16 年度　佐倉市歴史的建造物詳細報告書（村上
　家住宅）　　佐倉市教育委員会
○ Cultivate　文化環境研究所

3　佐渡国小木民俗博物館、海運資料館、佐渡考古
　資料館、幸丸展示館
○黄金の国ジパング　国立科学博物館
○わたしたちのまち　燕市　燕市教育委員会
○縄文・弥生集落遺跡の集成的研究　国立歴史民　俗
　博物館　　
○水中文化遺産担当者協議会　文化財保存支援　機構
○戦争体験の記録と語りに関する資料論敵研究　国立
　歴史民俗博物館
○古代における生産と権力とイデオロギー　国立歴史
　民俗博物館
○オイルタンカー　日本海事科学振興財団
○越後文書宝翰集　上野氏文書　発智氏文書
　新潟県立歴史博物館
○神仏信仰に関する通史的研究　国立歴史民俗博　物館
○国立歴史民俗博物館研究報告第 145 集　国立歴史民
　俗博物館

○博物館評価制度の構築に関する調査研究報告書　日　
本博物館協会
○国立歴史民俗博物館研究報告第 149 集　国立歴史民
　俗博物館
○水中文化遺産担当者協議会　特定非営利活動　法人
○国立歴史民俗博物館研究報告第 150 集　国立歴史民
　俗博物館　
○国立歴史民俗博物館研究報告第 151 集　国立歴史民
　俗博物館　
○ツノシマデンマ（角島伝馬舟）造舟記録　下関市立
　豊北歴史民俗博物館
○国立歴史民俗博物館研究報告第 146 集　国立歴史民
　俗博物館　
○国立歴史民俗博物館研究報告第 154 集　国立歴史民
　俗博物館
○縄文はいつから　国立歴史民俗博物館　
○エプタ　Vol.44　　エプタ編集室　
○社会教育研究紀要　第 24 号  下越地区社会教育　主
　事等会
○世界遺産年報　2010　日本ユネスコ協会　
○平成 21 年度美術館・博物館活動基盤整備支援事業
　文化庁文化財部
○国立歴史民俗博物館　年報５　大学共同利用機関法人
　人間文化研究機構
○国立歴史民俗博物館研究報告　第 153 集　国立歴史
　民俗博物館
○ Science Window  わたしの体　科学技術振興機構
○新潟県埋蔵文化財調査事業団年報
　財団法人　新潟県埋蔵文化財調査事業団
○雛形からみた弁財船　上　船の科学館
○アイヌ関連総合研究等助成事業研究報告　第８号　　
　上巻研究篇　財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構
○アイヌ関連総合研究等助成事業研究報告　第８号
　下巻研究篇　財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構
○社会教育　実践レポート集　テトラポット　第 24 号
　下越地区社会教育主事等会
○南ぬ風  vol. 13　財団法人　海洋博覧会記念公園管理
　財団
○月岡徳恵水彩画展図録　財団法人　古都保存財団
○南ぬ風  vol.14　財団法人　海洋博覧会記念公園管
　理財団
○狂歌ごよみ　飯田辰巳（雅号○世拗亭　黙公）
○無形の文化財　記録　第 54 集　辻堂の習俗Ⅳ
　岡山県　　文化庁　文化部
○ 2010 年日本稀覯本フェア　ＡＢＡＪ日本古書籍
　商協会
○平成 16 年度　佐倉市歴史的建造物詳細報告書（村上
　家住宅）　　佐倉市教育委員会
○ Cultivate　文化環境研究所

4　佐渡植物園

     無し

5　新穂歴史民俗資料館、金井歴史民俗資料館、
　明治紀念堂（開導館）

     無し
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　Ⅵ　日誌抄

１　両津郷土博物館

４月１２日 ( 日 )　新潟大学橋本教授　視察

４月２０日 ( 月 )　文化庁熊本調査官　視察

５月　１日 ( 金 )　金井小学校　見学

５月１１日 ( 金 )　ツクイ　館内下見

５月２７日 ( 水 )　石塚邦彦氏外 4 名　来館

６月２０日 ( 金 )　新潟大学学生　見学

７月　５日 ( 日 )　両津小学校 PTA 親子ふれあい

　教室

７月　７日 ( 火 )　入間市議会議員　視察

７月３１日 ( 金 )　五泉南小学校　館内下見

８月１７日 ( 月 )　佐渡高等学校　総合学習

１０月　２日 ( 火 )　小木・深浦小学校合同遠足

１０月２３日 ( 金 )　佐渡中等教育学校　総合学習

１１月１１日 ( 水 )　加茂小学校　総合学習

１１月１７日 ( 木 )　JR「大人の休日倶楽部」

　木食像取材

3月 1日 (月 )　企画展「佐渡郷土芸能・文化写真展

　～近藤福雄賞写真コンテスト作品～」(～31日 )

２　相川郷土博物館

４月17日 (金 )　新穂中学校２年生　見学

４月24日 (金 )　 企画展「人間国宝　三浦小平二の

　世界」展　開始

４月28日 (火 )　世界遺産推進課・県教育委員会　

　佐渡奉行所跡出土品の調査

５月11日 (月 )　門前太鼓組に祭礼道具一式 (預か

　り品 )を渡す

５月19日 (火 )～22日 (金 )　

　株式会社セビアス (世界遺産推進課委託業者 )

　佐渡奉行所跡出土鉛板の写真撮影

５月21日 (木 )　文化振興室池田指導員

　鉱山使用機械類の木型を写真撮影

５月23日 (土 )　兵庫県立博物館

　小栗栖氏他２名　那智参詣曼荼羅を調査

６月10日 (水 )　佐賀県立九州陶磁文化館

　大橋康二氏　佐渡奉行所跡出土陶磁器の見方指導

６月11日 (木 )　文化庁　北河調査官　視察

６月12日(金)　田中怜子氏(地役人田中葵園の子孫)

　来館

６月17日 (水 )　小村小学校　見学

６月18日 (木 )　世界遺産推進課　視察

６月23日 (火 )　資料閲覧貸し出し (水上輪 )対応

６月25日 (木 )　毎日新聞社　鉱石返却

７月15日 (水 )　県教育委員会余湖氏　近代鉱山関係

　資料調査

７月17日 (金 )　伝建ブロック会議参加者を案内し　

　て町内の史跡巡り

７月25日 (土 )　国立科学博物館鈴木先生・県教育　

　委員会余湖氏　近代鉱山関係資料調査

８月10日 (月 )　ＮＨＫ　取材

８月18日 (火 )　丸岡氏 (地役人丸岡氏の子孫 )　来

　館

８月24日 (月 )　県教育委員会余湖氏　近代鉱山関　

　係資料調査

８月27日 (木 )　佐渡市観光課職員　来館

９月２・４日 (水 )　資料 (刺し子 )貸し出し対応

９月８日 (火 )　資料 (絵はがき )貸し出し対応

９月９日 (水 )　雑誌記者　取材

９月16日 (水 )　宮城県釜石市職員　視察

９月17日 (木 )　東海大学小林先生　来館

９月24日 (木 )　 国立科学博物館鈴木先生・県教育

　委員会余湖氏　近代鉱山関係資料調査

９月26日 (土 )　資料寄託受入対応

９月27日 (日 )　新潟日報　取材

９月28日 (月 )　資料閲覧対応

10月７日 (水 )～10日 (土 )　佐渡金銀山絵巻・佐渡

　奉行所跡出土遺物調査対応

10月13日 (火 )　佐渡市相川支所長ほか　来館

10月15日 (木 )　佐渡市総務部長ほか　来館

10月19日 (月 )　善知鳥神社祭礼行事対応

11月５日 (木 )　宮城大学高橋氏　来館

11月24日 (火 )　佐渡ＣＮＳ職員　取材

12月１日 (火 )　深浦小学校　見学

12月17日 (木 )　佐渡市観光課職員　来館

１月６日 (水 )　佐渡市観光課職員　来館

２月３日 (水 )　資料閲覧対応

２月４日 (木 )　真野小学校　見学

Ⅵ　日誌抄
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２月５日 (金 )　資料貸し出し対応

２月15日 (火 )～19日 (金 )　 

　株式会社セビアス (世界遺産推進課委託業者 )　

　佐渡奉行所跡出土鉛板の写真撮影

２月16日 (火 )　旧金泉中学校へ資料搬出

３　相川文書館

４月７日 (火 )　京都大学大学院生ギョーム＝ラドミ

　ラル氏　資料調査

６月26日 (金 )　三浦啓作氏・上林章造氏　資料調査

４　相川技能伝承展示館

４月17日 (金 )　新穂中学校　陶芸・裂織り体験

５月１日 (金 )　金井小学校　陶芸・裂織り体験

５月８日 (金 )　加茂小学校　陶芸・裂織り体験

６月20日 (土 )　沢根小学校　陶芸体験

６月21日 (日 )　金井吉井小学校ＰＴＡ　陶芸体験

６月29日 (月 )　相川小学校　陶芸・裂織り体験

７月11日 (土 )　両津小学校ＰＴＡ　裂織り体験

７月12日 (日 )　高千小学校　陶芸体験

８月２日 (日 )　両津小学校教員　陶芸・裂織り体験

８月６日 (木 )　東京都国分寺市職員視察

８月13日 (木 )～ 16日 (日 )　新潟国際芸術学院留

　学生　陶芸教室

10月23日 (金 )　佐渡中等教育学校　裂織り体験

10月28日 (水 )　あいかわ岩百合会　陶芸体験

※修学旅行や個人・団体観光客の体験実績はここに記

　載していない。

５　史跡佐渡奉行所跡

４月16日 (木 )　勝場ガイダンス施設　展示替え

　　　　　　　 羽茂中学校　見学

４月17日 (金 )　新穂中学校　見学

４月22日 (水 )　前浜中学校　見学

４月23日 (木 )　相川中学校　見学

４月24日 (金 )　内海府中学校　見学

５月１日 (金 )　金井小学校　見学

５月８日 (金 )　加茂小学校　見学

５月21日 (木 )　国土交通省職員　視察

６月１日 (月 )　赤泊中学校　見学

６月６日 (土 )　宵乃舞対応

６月10日 (水 )　相川小学校　見学

７月２日 (木 )　ハバロフスク市少年団　見学

７月30日 (木 )　香港ウォーカー　取材

８月５日 (水 )　政策研究大学院大学　見学

　　　　　　　クリストファー＝ヤング氏一行　視察

８月６日 (木 )　東京都国分寺市職員　視察

　　　　　　　佐渡地域振興局研修　視察

８月９日 (日 )　佐渡市世界遺産推進課主催行事一行

　見学

８月17日 (月 )　県立佐渡高等学校　見学

　　　　　　　 国土交通省職員　視察

８月19日 (水 )　島根県職員　視察

８月21日 (金 )　佐渡市生涯学習課主催「高齢者学級」

　一行　見学

８月24日 (月 )　在新潟大韓民国総領事一行　見学

９月16日 (水 )　宮城県釜石市職員　視察

10月２日 (金 )　テレビ新潟　取材

　　　　　　　 勝場ガイダンス施設　展示替え

10月22日 (木 )　真野小学校　見学

10月23日 (金 )　小木小学校　見学

12月１日 (火 )　深浦小学校　見学

２月４日 (木 )　真野小学校　見学

２月５日 (金 )　高千小学校　見学

６　佐渡国小木民俗博物館
４月14日 (火 )　佐渡汽船観光株式会社、下見

４月15日 (水 )　羽茂中学校２年生　見学

４月23日 (木 )　相川中学校２年生　見学

５月 1 日 (金 )　サツマイモ畑準備

５月13日 (水 )　尾道市議会議員　視察

５月15日 (金 )　白山丸友の会会議

５月19日 (火 )　小木幼稚園サツマイモ植え

５月19日 (火 )　両津小学校　見学

６月17日 (水 )　真野中学校　総合学習

６月22日 (月 )　ＮＨＫ　下見

６月23日 (火 )　ＮＨＫ　撮影

６月26日 (金 )　小木幼稚園サツマイモ畑草むしり

７月15日 (水 )　三角屋掃除

７月23日 (木 )　小木小学校６年生　船ダンス説明
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７月25日 (土 )　白山丸祭り前夜祭

７月26日 (日 )　白山丸祭り

７月29日 (水 )　小木地区巡検（新任教員、視察）

８月10日 (月 )　高津屋古文書調査

９月10日 (木 )　小木幼稚園サツマイモ草むしり

９月30日 (水 )　小木中学校２年生　職場体験

10月 1日 (木 )　小木中学校２年生　職場体験

10月 7日 (水 )　小木小学校３年生　見学

10月13日 (火 )　山梨県春日市議会議員　視察

10月17日 (土 )　婚活ツアー　入館

10月29日 (水 )　ＢＳＮイブニング　取材

11月11日 (水 )　岩の平園園生　見学

11月13日 (金 )　大韓航空　下見

11月17日 (火 )　教育委員会東教育事務所　畑野地

　区公民館事業（移動産業講座）、見学

11月24日 (火 )　小木工務店　体育館屋根工事

11月25日 (水 )　小木工務店　体育館屋根工事

11月26日 (木 )　小木工務店　体育館屋根工事

11月30日 (月 )　小木工務店　体育館屋根工事

12月 1 日 (火 )　小木工務店　体育館屋根工事

12月 9 日 (水 )　西香園　前庭剪定作業

12月15日 (火 )　西香園　中庭剪定作業

1月6日 (水 )　リビング新聞さいたま　取材

１月8日 (金 )　佐渡汽船 (株 )企画販売センター下見

1月26日（火）　『宿根木観光に関する担当者意見交

　換会』会議

2月10日（水）　福島交通下見（32名）

3月 1日 (月 )　企画展「佐渡郷土芸能・文化写真展

　～近藤福雄賞写真コンテスト作品～」(～31日 )

3月1日（月）～　体育館壁修理

3月17日（水）　新潟県立歴史博物館　伊万里焼撮影

　のため来館

3月20日（土）　北前船フォーラムのため白山丸の帆

　上げ

3月21日（日）　北前船フォーラムのため1日無料

７　海運資料館
４月1日 (水 )　小木小学校教員、見学

４月9日 (木 )　新潟交通バスガイド、下見

５月25日 (月 )　県立海洋高校、入館

５月27日 (水 )　県立海洋高校、入館

５月29日 (金 )　添乗員、下見

６月 5日 (金 )　添乗員、下見

６月14日 (日 )　運転手、見学

６月25日 (木 )　行政改革課・小木行政サービスセン

　ター長、視察

６月28日 (日 )　サトーツール、入館

７月15日 (水 )　ガイド、下見

７月23日 (木 )　小木小学校（総合学習）、見学

７月29日 (水 )　小木地区巡検（新任教員、視察）、　

　見学

８月11日 (火 )　ガイド、下見

８月25日 (火 )　所有者、見学

８月31日 (月 )　深浦小学校教員（教材研究 )、見学

９月  2日 (水 )　佐渡相川ふれあいガイド、入館

９月　5日 (土 )　上越市柿崎区分室、見学

９月11日 (金 )　深浦小学校（総合学習）、見学

９月12日 (土 )　佐渡相川ふれあいガイド、入館

９月25日 (金 )　小木小学校３年生（総合学習）、見学

９月30日 (水 )　添乗員・乗務員、下見

10月8日 (木 )　運転手、見学

10月23日 (金 )　佐渡市議会総務文教委員会、視察

10月27日 (火 )　添乗員、下見

11月10日 (火 )　（社）佐渡観光協会、入館

11月17日 (火 )　教育委員会東教育事務所　畑野地

　区公民館事業（移動産業講座）、見学

12月  3日 (木 )　小木ボランティアガイド、下見

12月21日 (月 )　ふるさと・ふれあい講座、入館

１月 19日 (火 )　小木小学校５年生（総合学習　佐　

　渡学）、見学

３月  1日 (月 )　リニューアルオープンに伴う展示　

　替え休館（～３１日まで）

８　佐渡考古資料館
５月25日 (月 )　県立海洋高校、入館

５月27日 (水 )　県立海洋高校、入館

６月25日 (木 )　佐渡市行政改革課・小木行政サービ

　スセンター長、視察

６月28日 (日 )　サトーツール、入館

８月29日 (土 )　交全協、入館（添乗員・ガイド見学）

８月31日 (月 )　深浦小学校教員（教材研究 )、見学

９月  2日 (水 )　佐渡相川ふれあいガイド、入館
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９月11日 (金 )　深浦小学校（総合学習）、見学

９月12日 (土 )　佐渡相川ふれあいガイド、入館

９月25日 (金 )　小木小学校３年生（総合学習）、見学

10月23日 (金 )　佐渡市議会総務文教委員会、視察

11月17日 (火 )　教育委員会東教育事務所　畑野地

　区公民館事業（移動産業講座）、見学

１月 21日 (木 )　小木小学校（焼き物クラブ）、見学

１月 21日 (木 )　小木小学校（焼き物クラブ）、見学

２月  2日 (火 )　小木中学校社会科教諭（地域教材の

　作成）、資料撮影

３月  1日 (月 )　海運資料館リニューアルオープンに

　伴う展示替え休館（～３１日まで）

９　佐渡植物園
４月28日 (火 )　第１回佐渡植物園協議会

４月30日 (木 )　春の山野草展準備会

５月 9日 (水 )　春の山野草展（～10日）

６月12日 (金 )　第１回友の会草刈り作業

６月12日 (金 )　協議会委員による園内調査

６月 4日 (土 )　ウチョウラン展準備会

６月27日 (土 )　ウチョウランと山野草展（～28日）

７月24日 (金 )　 静岡県からの散策グループ見学

７月13日 (月 )　 現地研修会「磯の黒林（タブ・シイ）

　とブナ巨木を訪ねて」講師：中原英夫

８月11日 (火 )　第２回友の会草刈り作業

10月 4日 (日 )　花菖蒲園、用土搬入

10月 8日 (木 )　大文字草準備会

10月16日 (金 )　大文字草プレ展示、羽茂小学校

　（～　18日）

10月23日 (金 )　大文字草プレ展示、小村小学校

　（～25日）

10月24日 (土 )　大文字草プレ展示、羽茂小学校

　（～25日）

10月24日 (土 )　大文字草と秋の山野草展

　（～25日）

10月31日 (土 )　大文字草プレ展示、羽茂中学校

　（～11月1日）

10月29日 (木 )　花菖蒲園、耕運

12月24日 (木 )　園内枯れ木（スギ、スダジイ）伐

　採

　（～25日）

３月　8日 (月 )　雪割草展準備会

３月16日 (火 )　第２回佐渡植物園協議会

３月27日 (土 )　雪割草と山野草展

　（～28日）
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（書名・雑誌名（論文名）、著者・編者・監修者名等、版元の順）

○萬葉集雑感、酒井友二、酒井友二（私家版）

○挑戦　～仏巌の生涯～、親松東一、親松東一（私家版）

○佐渡のさかな史話 、佐藤利夫、佐藤利夫（私家版）

○忘れられた三○○年　御竹山の歴史、亀井　功、亀井　功（私家版）

○詩集　縄の呪力、本間雅彦、本間雅彦（私家版）

○佐渡びとへの手紙　渡邉湖畔と文人たち　下、渡邉和一郎、渡邉和一郎（私家版）

○佐渡びとの道中記－山本慊の近代の見聞録－、編者：本間真珠・山本修巳、佐渡郷土文化の会

○二峯　山本悌二郎の眼（財団法人澄懐堂美術館春季展の図録）、澄懐堂美術館、澄懐堂美術館

○五来重　著作集　第 10巻（塔の峰本『弾誓上人絵詞伝』による弾誓の伝記と宗教　他　所収）、五来重、法蔵館

○世阿弥　人物叢書　新装版、今泉淑夫、吉川弘文館

○世阿弥発見 100 年－吉田東伍と能楽研究の歩み－（図録）、早稲田大学演劇博物館、早稲田大学演劇博物館

○世阿弥の稽古哲学、西平　直、東大出版会

○「天地人リレー講演会」記録集（地図からみた戦国時代の越後と佐渡　所収）、（青山宏夫）、新潟県立歴史
　博物館

○中国陜西省におけるトキの保護と野生復帰（佐渡関係所収）、飯島康夫・池田哲夫・曹斌、「絶滅危惧動物の
　野生復帰と自然保護に関する民俗学的研究」研究報告書

○私の日本地図 7　佐渡（昭和 45年に刊行されたものをリニューアルし解説を加えたもの）、（宮本常一著、
　香月洋一郎編集、池田哲夫解説）、未来社

○東北古墳探訪　東北六県＋新潟県　古代日本の文化伝播を再考する（佐渡市の古墳関係　所収）、相原精次・
　三橋　浩　編、彩流社

○佐渡・羽茂　文学碑めぐり　ふるさとガイド (13）、羽茂郷土史研究会（文責：藤井三好・写真：中原英夫）、
　はもちふる里自治会

○羽茂萬葉　第五十集　五十周年記念号、羽茂中学校　編、羽茂萬葉編集委員会

○新潟県の歴史散歩　歴史散歩⑮（佐渡関係　所収）、新潟県の歴史散歩編集委員会編、山川出版社

○年報　村落社会研究　第 45集　集落再生－農山村・離島の実情と対策、日本村落研究学会　監修・秋津元
　輝編、（社）農漁村文化協会

○棚田学会 10周年記念誌　ニッポンの棚田（海をのぞむ新潟県の棚田　所収）、（竹田和夫）、棚田学会

○第４回　世界遺産フォーラム　世界遺産教育－世界遺産をめざした教育と世界遺産を活用した教育への取り
　組み－、新潟大学旭町学術資料展示館、新潟大学旭町学術資料展示館

○佐渡金銀山展（図録）、"新潟県教育庁文化行政課世界遺産登録推進室、佐渡市教育委員会世界遺産・文化振
　興課 "、金ＧＯＬＤ黄金の国ジパングと佐渡金銀山展実行委員会

○佐渡相川・笹川の歴史的環境と歴史的建造物、"新潟大学工学部建設学科　都市計画研究室、新潟大学　人
　文学部　地理学研究室 " " 新潟大学工学部建設学科　都市計画研究室、新潟大学　人文学部　地理学研究室 "

○佐渡相川・笹川の歴史的環境と歴史的建造物　第２版（改訂版）、"新潟大学工学部建設学科　都市計画研究室、
　新潟大学　人文学部　地理学研究室"　"新潟大学工学部建設学科　都市計画研究室、新潟大学　人文学部　地理
　学研究室"

○仁王　中公新書１９９５（長谷寺、蓮華峰寺の仁王像の記述がある）、一坂太郎、中央公論新社

○能苑逍遥（上）世阿弥を歩く（世阿弥配流の理由を再考する　所収）、天野文雄、大阪大学出版会

○佐渡金銀山　カジ屋敷・せりば遺跡調査報告書　一般県道静平西三川線改良事業発掘調査報告書、佐渡市教
　育委員会　世界遺産・文化振興課、佐渡市教育委員会　世界遺産・文化振興課
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○国際シンポジュウム　絵巻から見える佐渡金銀山－佐渡金銀山遺跡を世界遺産に－　文化庁「地域文化芸術振
　興プラン」リーフレット、新潟県教育庁文化行政課世界遺産登録推進室、新潟県教育庁文化行政課世界遺産登録
　推進室

○特別展　鎌倉の日蓮聖人　中世人の信仰世界（図録）、神奈川県立歴史博物館、日蓮宗神奈川県第二部宗務所

○土田麦僊展（図録）、新潟県立近代美術館、新潟県立近代美術館

○佐渡金銀山　吹上海岸石切場跡調査報告書、佐渡市教育委員会　世界遺産・文化振興課、佐渡市教育委員会
　世界遺産・文化振興課

○直江兼続　史跡探訪（羽茂城跡、妙宣寺　所収）、花ヶ前盛明、新潟日報事業社

○国際小島嶼文化会議　佐渡大会　要旨集、国際小島嶼文化会議佐渡大会実行委員会、国際小島嶼文化会議佐
　渡大会実行委員会
　・（「佐渡の文化－日本海の島」）、山本修巳 
　・（「佐渡の自然環境と保護活動について　－新潟大学農学部附属フィールド科学教育センターの事例紹介
　　－」）、本間航介
　・（「世界文化遺産を目指す佐渡金銀山遺跡について」）、北村　亮
　・（「鼓童の諸活動について」）、千田倫子

○新佐渡案内、国際小島嶼文化会議佐渡大会鹿児島大学準備委員会、鹿児島大学多島圏研究センター長嶋研究室

○写真で見る俳句集「佐渡」（SADO GOLDEN ISLAND) 、土屋雅春（俳句と文）・本間隆治（写真）・山本修巳（監
　修と文）、㈱マルコアンドマルナ図書出版室

○『ＵＰ』12月号（「文化財から会津の文化交流の力を考える」（佐渡に関する記述がある）、五味文彦、東大
　出版会

○『佐渡観光協会だより』創刊号、佐渡観光協会、佐渡観光協会

○『日本民俗学』257（石塔化と「無縁」－佐渡橘における恒久的石塔の選択と「意味づけ」－　所収）、鈴木洋平、
　日本民俗学会

○『長谷寺だより』第７号、富田宝元（長谷寺）、長谷寺

○『まちづくり』季刊 25号（「文化財総合的把握モデル事業についての現況報告」所収）、（梅津章子）、（有）クッ
　ド研究会 /㈱学芸出版社

○『新潟史学』第 61号（「佐渡金銀山世界遺産フォーラム～世界遺産登録をめぐる最近の動きから～」所収）、
　（田中祐樹）新潟史学会、新潟史学会

○『越佐研究』第 66集新潟県人文研究会、新潟県文化財保護連盟
　・（「十二」の数の土俗）、本間雅彦
　・（資料紹介　佐渡鉱床の金鉱石）、新潟県人文研究会

○『早稲田大学　會津八一記念博物館研究紀要』第 10号（佐渡山本家所蔵會津八一所管について　所収）、（三
　宮千佳）早稲田大学會津八一記念博物館、早稲田大学會津八一記念博物館

○『rapora』4月号　№ 59（佐渡国小木民俗博物館　所収）、北海道国際航空株式会社　営業本部営業部、北
　海道国際航空株式会社　営業本部営業部

○『えール』第２号（特集　まほろばの國の能舞台　所収）、佐渡市、佐渡市

○『えール』第３号（特集　日本近代化産業の礎となった明治からの佐渡鉱山　所収）、佐渡市、佐渡市

○『図書』（世阿弥発見百年に思う　所収）、竹本幹夫、岩波書店

○季刊『しま』№ 216　Vol.54-3、（財）日本離島センター広報課、財団法人日本離島センター
　・（トキ放鳥へ！　佐渡島とトキの共生を目指して）、鈴木さわこ
　・（「しま」の原景　第４景　秋の行事）、佐藤利夫

○『トランヴェール』10月号（大膳神社　能舞台　所収）、角丸泰子、東日本旅客鉄道株式会社

○『新史料協だより』№ 14、新潟県歴史資料保存活用連絡協議会、新潟県歴史資料保存活用連絡協議会

○『棚田学会誌　日本の原風景・棚田』第 10号（「海をのぞむ佐渡の棚田について－水利確保・開発者・鉱山
　技術－　所収）、竹田和夫、棚田学会　

○『現代宗教研究』第 42号（「調査報告　妙満寺伝承三昧堂跡と日蓮正宗建立塚原碑の調査報告　所収）、小
　瀬修達、
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　日蓮宗現代宗教研究所

○『富山史壇』第 160 号（江戸幕府撰佐渡国絵図の特徴　所収）、野積正吉、越中史壇会

○『市報さど』1月号（世界文化遺産登録に向けて　 佐渡金銀山史を彩る人々　元和寛永の金銀山大盛り後の
　衰退期～宝暦　所収 ）、佐渡市役所　企画情報課広報広聴係、佐渡市役所　企画情報課広報広聴係

○『市報さど』2月号（世界文化遺産登録に向けて　 佐渡金銀山史を彩る人々　佐渡鉱山と御雇い外国人　所
　収 ）、佐渡市役所　企画情報課広報広聴係、佐渡市役所　企画情報課広報広聴係

○『市報さど』3月号（世界文化遺産登録に向けて　 佐渡金銀山史を彩る人々　明治時代の近代化に携わった
　人々　所収 ）、佐渡市役所　企画情報課広報広聴係、佐渡市役所　企画情報課広報広聴係

○『市報さど』4月号（佐渡市歴史的建造物悉皆調査①　所収 ）、佐渡市役所　企画情報課広報広聴係、佐渡
　市役所　企画情報課広報広聴係

○『市報さど』5月号（佐渡市歴史的建造物悉皆調査②　佐和田地区　所収 ）、 佐渡市役所　企画情報課広報広
　聴係、佐渡市役所　企画情報課広報広聴係

○『市報さど』6月号（世（佐渡市歴史的建造物悉皆調査③　相川地区その１　所収 ）、佐渡市役所　企画情
　報課広報広聴係、佐渡市役所　企画情報課広報広聴係

○『市報さど』7月号（佐渡市歴史的建造物悉皆調査④　相川地区その２　所収 ）、佐渡市役所　企画情報課
　広報広聴係、佐渡市役所　企画情報課広報広聴係

○『市報さど』8月号（佐渡市歴史的建造物悉皆調査⑤　相川地区その３　所収 ）、佐渡市役所　企画情報課
　広報広聴係、佐渡市役所　企画情報課広報広聴係

○『市報さど』9月号（佐渡市歴史的建造物悉皆調査⑥　真野地区その１　所収 ）、佐渡市役所　企画情報課
　広報広聴係、佐渡市役所　企画情報課広報広聴係

○『市報さど』10月号（佐渡市歴史的建造物悉皆調査⑦　真野地区その 2　所収 ）、佐渡市役所　企画情報課
　広報広聴係、佐渡市役所　企画情報課広報広聴係

○『市報さど』11月号（佐渡市歴史的建造物悉皆調査⑧　真野地区その 3　所収 ）、佐渡市役所　企画情報課
　広報広聴係、佐渡市役所　企画情報課広報広聴係

○『市報さど』12月号（佐渡市歴史的建造物悉皆調査⑨　新穂地区所収 ）、佐渡市役所　企画情報課広報広聴係、
　佐渡市役所　企画情報課広報広聴係

○『佐渡・越後文化交流史研究』第 9号、" 新潟大学大学院現代社会文化研究科　新潟大学人文学部、　プロジェ
　クト　佐渡・越後の文化交流史研究 "・" 新潟大学大学院現代社会文化研究科、新潟大学人文学部
　・（資料紹介　加茂郡釜屋村　御宮社役暦代記帳　所収）、池田哲夫
　・（報告　新潟大学考古学研究室 2008 年度佐渡調査報告９　所収）、池田哲夫・五十嵐一樹　ほか 9名）

○『佐渡郷土文化』№ 119 山本修巳、佐渡郷土文化の会
　・（佐渡金座（後藤座）の極印－山本半右衛門家収蔵－）、計良勝範
　・（佐渡の小字地名）、本間雅彦
　・（山本修之助翁筆写『尊像祭祀録』の感銘）、倉田藤五郎
　・（近代を見た旅日記－明治三年『道中記』九世山本半右衛門（山本慊）－）、佐藤利夫
　・（山本半右衛門家　九世山本慊について　『佐渡びとの道中記－山本慊の近代の見聞録－』著者）、山本修巳
　・（佐山香代子句集『能舞台』抄）
　・（山本成之助と「木石」論争）、山本　研
　・（佐渡金山の寒月）、山本修巳
　・（各地の俳句・短歌会）、佐渡郷土文化の会
　・（俳句鑑賞　所収）、藤井青咲
　・（稿本『外海府村誌』山本修之助著について）、山本修巳
　・（カットのことば）、長嶋陽二
　・（編集後記　所収）、山本修巳

○『佐渡郷土文化』№ 120、山本修巳、佐渡郷土文化の会
　・（佐越航海史要　拾遺（一）高田丸遭難）、風間　進
　・（佐渡における二峯・山本悌二郎）、山本修巳
　・（悪霊　北一輝異聞（連載小説第一回））、中川芳郎
　・（『佐渡びとの道中記』本間眞珠・山本修巳編著）、本間恂一
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　・（佐渡はいよいか住みよいか、）、伊藤正一
　・（父に聞かせたいこと－『朱鷺曼陀羅』の記事に附す－）、倉田藤五郎
　・（過失－本誌 119 号掲載小文の訂正－）、倉田藤五郎
　・（小倉の棚田開発）、山本修巳
　・（山本悌二郎・司馬凌海のゆかりを訪ねて）、本間雅彦
　・（父をたどるの記（八）－『兵われは』戦地詠　その三－、藤川　滋
　・（宗忍独吟千句連歌　翻刻（九））、大野温于
　・（引連れ廻れば諸国の春駒（一））、渡部　靖
　・（佐渡の宿場町に住んで）、山本修巳
　・（各地の俳句・短歌会）、佐渡郷土文化の会
　・（佐渡の薪能の季語におもう）、山本修巳
　・（足元の文化遺産を島民の文化遺産に）、関　 雅之
　・（俳句鑑賞）、長沼由子
　・（山本悌二郎胸像と彫刻家黄土水）、鈴木恵可
　・（カットのことば）、長嶋陽二
　・（編集後記）、山本修巳

○『佐渡郷土文化』№ 121 、山本修巳、佐渡郷土文化の会
　・（山本植蔵氏の篆刻）、六穂・清水眞司
　・（祖父山本植蔵について）、山本養一
　・（名古屋時代の司馬凌海）、高橋　昭
　・（悲運の文学将軍　本間雅晴中将の初恋をめぐって）、谷口真弓
　・（佐渡の石仏と良寛）、辻　美佐夫
　・（良寛の玉島・良寛のうた）、山本修巳
　・（悪霊　北一輝異聞（連載小説　第二回）　第一部　逆行の凪ぎ、中川芳郎
　・（佐渡歌壇史余滴（六）佐渡の歌人が半数を占めた『開化新題歌集』）、酒井友二
　・（羽茂農協六十年の歩み）、佐々木　正
　・（幻の但馬江）、本間隆市
　・（父をたどるの記（九）－『兵われは』戦地詠　その四－、藤川　滋
　・（各地の俳句・短歌会）、佐渡郷土文化の会
　・（地元の人が編集するガイドブック）、佐渡郷土文化の会
　・（将軍の辞世の和歌）、佐渡郷土文化の会
　・（俳句鑑賞）、藤井青咲
　・（俳句鑑賞）、長沼由子
　・（―私の愛唱歌―　流人の悲哀と青春の哀感）、山本修巳
　・（桜井駅懐古）、中川哲昌
　・（佐渡俳句協会会長に就任して）、山本修巳
　・（カットのことば）、長嶋陽二
　・（編集後記）、山本修巳

○平成 20年度　佐渡市教育委員会　佐渡伝統文化研究所年報　２号、佐渡市教育委員会　世界遺産・文化振
　興課　佐渡伝統文化研究所、佐渡市教育委員会　世界遺産・文化振興課　佐渡伝統文化研究所
　・（刊行にあたって）、石瀬佳弘
　・（Ⅰ　佐渡伝統文化研究所活動記録）、佐渡伝統文化研究所
　・（Ⅱ　佐渡に関する歴史・文化に関する図書・論文目録（平成 20年度））、北見継仁
　・（Ⅲ　研究論文　・特別寄稿　佐渡における伝統文化の形成と継承）、佐藤利夫
　・（Ⅲ　研究論文　・特別寄稿　「佐渡」指定文化財の現状と課題）、中島栄一
　・（Ⅲ　研究論文　・特別寄稿　聞き取りによる加茂湖（佐渡島）の漁撈と狩猟）、伊藤正一
　・（Ⅳ　資料紹介　・廻船の村「宿根木」その後）、石瀬佳弘
　・（Ⅳ　資料紹介　・渋谷小左衛門家墓地「トノサマのハカ」）、北見継仁
　・（Ⅳ　資料紹介　・相川・称念寺の資料について）、八木千恵子
　・（Ⅳ　資料紹介　・江戸時代の科学技術資料（天文編））、池田雄彦
　・（編集後記）、池田雄彦

○佐渡伝統文化研究所だより　第 4号、佐渡市教育委員会　世界遺産・文化振興課　佐渡伝統文化研究所、佐
　渡市教育委員会　世界遺産・文化振興課　佐渡伝統文化研究所
　・（文化財と観光資源）、石瀬佳弘
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　・（資料を寄贈していただき大変ありがとうございました）、佐渡市教育委員会　世界遺産・文化振興課　佐
　渡伝統文化研究所
　・（特別寄稿　「天地人」と佐渡）、本間雅彦
　・（調査レポート　佐渡市畑野地区長谷寺の棟札調査）、北見継仁
　・（調査レポート　新潟県立文書館の史料所在確認調査について）、八木千恵子
　・（［ちょっとサイエンス］江戸時代の時刻表記「辰時」について）、池田雄彦
　・（お知らせ）、佐渡市教育委員会　世界遺産・文化振興課　佐渡伝統文化研究所
　・（編集後記）、池田雄彦

○第 24回天領ゼミナール記録集、佐渡市教育委員会　文化振興室　佐渡学センター、佐渡市教育委員会　文
　化振興室　佐渡学センター
　・（北条氏と上杉氏の家臣団）、池上裕子
　・（佐渡人形芝居の伝承活動について）、髙野藤右衛門
　・（戦国時代の佐渡について－久知殿と上杉氏－）、仲町次郎
　・（江戸時代初期の佐渡金銀山－最近の調査から－）、宇佐美　亮
　・（海流に乗ってやってくるカニ達）、伊藤正一

○『佐渡地域誌研究』第 7号、佐渡地域誌研究会、佐渡地域誌研究会
　・（特別寄稿　佐渡島の農業史的研究－特に産金との関連について－）、本間雅彦
　・（『佐渡近現代人名辞典』稿本 (4)）、石瀬佳弘
　・（間山・庄右衛門町から大工町界隈 (5) －金銀山ロードの住人たち・佐藤部屋のこと－）、小林祐玄
　・（昭和 21年（1946）年・夏の佐渡）、中川哲昌
　・（集落の岩々－佐渡市入川集落－）、仲田善夫
　・（佐渡教会をめぐる人びと－佐渡プロテスタント伝道の百年（その６）－）、渡辺信吾
　・（佐渡の山々　その２　－ドンデン山周辺と金剛山－）、竹村博道
　・（佐渡市畑野地区長谷寺の棟札等の調査について）、北見継仁
　・（松ヶ崎港湾統計（含む、沢根港湾統計））、風間　進
　・（北一輝のある面）、山本　健
　・（南片辺「御太鼓」の伝承を通して）、樋口　剛
　・（女子マラソンと佐渡　－鬼太鼓座の女性ランナーたち－）、本間雅彦
　・（金北山とその信仰（その４））、石瀬佳弘
　・（トキの島から（佐渡の『総合的な学習の時間」真野中学校の鷺流狂言について）、佐渡市立真野中学校
　・（トキの島から（佐渡の『総合的な学習の時間」羽茂万葉　五十年の歴史の重み）、佐渡市羽茂中学校

○『島の新聞』第 33号～ 42号、島の新聞社 ( 長野雅子）、島の新聞社
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■非売品　

　平成 21年度より、佐渡伝統文化研究所から佐渡学センターに名
称を変えスタートして満１年が経過しました。ここに記念すべき
佐渡学センター年報第１号を発刊します。組織等の変遷で、この
年報は、佐渡伝統文化研究所年報のように佐渡学にかかわる論文
等の掲載はなく、佐渡学センターに所属する博物館や資料館の事
業報告が主体となっております。
　平成 22年度では、事業報告のみの掲載のみでなく、佐渡学セン
ターの名称のごとく「佐渡学」にかかわる内容掲載が付加される
ようにしたいと願っております。
　最後になりましたが、佐渡学センターの生みの親である石瀬佳
弘所長をこの年報のまとめの時に失ったことは、佐渡学センター
ばかりでなく、佐渡市にとって大変痛手のことでありました。故
石瀬所長のご冥福をお祈りし、編集後記とします。

　（池田雄彦）


